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市の人口と予算�
【人口・世帯】 〈8月1日現在〉�
合�計�＝�155,710人�（＋140）�（　）内は前月比�
男�＝�77,361人�（＋100）�
女�＝�78,349人�（＋ 40）�
世�帯�＝�60,200世帯�（＋ 62）�
【予算】 〈8月1日現在〉�
一 般 会 計＝353億9,000万円�
特別・企業会計＝411億5,721万3千円�

　

大
規
模
な
地
震
が
発
生

し
た
と
き
、
慌
て
ず
適
切

な
行
動
が
取
れ
る
よ
う
に
、

市
で
は
毎
年
、「
総
合
防
災

訓
練
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
西
初
石
小
学

校
を
会
場
に
、８
月　

日
、

26

会
場
周
辺
の
自
治
会
、
警

察
署
、
陸
上
自
衛
隊
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
開
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りりりりりりりりりりり

防
災
や
治
安
の
向
上
に
全
力

　

７
月　

日
、
新
潟
県
中
越
沖
で
発
生
し

１６

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６

�８
の
地
震
、同
月

　

日
に
は
台
風
４
号
が
流
山
に
も
接
近
、停

１４滞
し
た
梅
雨
前
線
に
よ
る
西
日
本
の
豪
雨
被

害
な
ど
風
雨
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
相

.

次
い
で
い
ま
す
。地
震
や
台
風
を
避
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、日
頃
か
ら
の
備
え
に

よ
っ
て
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。今
号
で
は
安
心
安
全
に
焦
点
を
当
て

て
み
ま
し
た
（
関
連
記
事
４
〜
５
面
）。

催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
場
ま
で
の

避
難
誘
導
訓
練
を
は
じ
め
、

陸
上
自
衛
隊
の
救
助
訓
練
、

消
防
署
・
消
防
団
に
よ
る

火
災
消
火
訓
練
、
参
加
者

に
よ
る
消
火
器
や
バ
ケ
ツ

の
水
を
使
っ
た
初
期
消
火

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
災
害
時
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
の
案
内
、
電

気
火
災
の
防
止
方
法
や
ガ

ス
が
使
え
な
く
な
っ
た
と

き
の
対
処
方
法
な
ど
を
紹

介
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
。
ま
た
、
起
震
車
や

梯
子
車
の
乗
車
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
訓
練
に

参
加
し
て
、
防
災
に
つ
い

て
の
知
識
と
実
践
力
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

▽
期
日
＝
８
月　

日
�

26

※
雨
天
中
止
▽
時
間
＝
９

時　

分
〜　

時　

分
▽
場

55

11

30

所
＝
西
初
石
小
学
校
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

　

７
月　

日
、
井
崎
市
長

27

は
、
千
葉
県
警
察
本
部
を

訪
ね
、
交
番
増
設
を
求
め

る
千
葉
県
知
事
宛
の
要
望

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
望
書
は
、「
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
及
び
流

山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

周
辺
へ
の
交
番
新
設
に
つ

い
て
」
と
い
う
も
の
。
県

で
は
、
財
政
難
か
ら
交
番

の
設
置
は
、
県
内
で
年
間

１
カ
所
程
度
と
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
T
X
が
開

業
し
て
２
年
が
経
過
し
、

商
業
施
設
や
集
合
住
宅
な

ど
も
建
ち
始
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
民
の
治
安
確

保
の
た
め
の
拠
点
と
な
る

交
番
を
沿
線
に
と
、
こ
れ

ま
で
も
関
係
機
関
を
通
じ

て
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
要
望
は
、
県
の
平

成　

年
度
予
算
編
成
を
前

20
に
再
度
強
く
働
き
掛
け
た

も
の
で
す
。

　

市
は
、
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
の
利
用
者
が
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

で
秋
葉
原
、
北
千
住
に
次

い
で
３
番
目
に
多
い
こ
と

か
ら
、
T
X
利
用
者
や
周

辺
地
域
の
方
々
の
安
全
の

た
め
に
同
駅
周
辺
へ
の
交

番
新
設
を
要
望
し
ま
し
た
。

ま
た
、
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
駅
周
辺
に
つ
い
て

は
、
現
存
の
野
々
下
駐
在

所
の
交
番
へ
の
昇
格
と
同

駅
周
辺
へ
の
移
転
を
要
望

し
た
も
の
で
す
。

総
武

流
山
電
鉄

J
R
武
蔵
野
線

つ
く
ば
エク

ス
プ
レ
ス

※�　
�

は�通�行�止�

至松戸 

至新松戸駅 至三郷中央駅 

至
鰭
ケ
崎
駅

至
鰭
ケ
崎
駅
 

至
鰭
ケ
崎
駅
 

至流山�
おおたかの森駅 

流
山
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅�

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅�

本�
会�
大�

部�

消�
防�
署� 

県�
道�
松�
戸�
野�
田�
線�  

至野田 

流山駅 

平和台駅 

市�役�所�

 

江�
戸�
川�

江�
戸�
川� 

江�
戸�
川� 

流�
山�
橋� 

花火大会道路交通規制�

南
流
山
駅
 

至三郷駅至三郷駅 至三郷駅 

　

安
全
で
安
心
な
生
活
に
は
「
防
災
」
と
並
ん
で

「
治
安
」
の
整
備
充
実
が
不
可
欠
で
す
。
治
安
確

保
の
拠
点
と
な
る
「
交
番
」
の
増
設
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望
も
強
く
、
市
で
も

関
係
機
関
へ
強
く
働
き
掛
け
て
い
ま
す
。

　

８
月　

日
�
、
流
山
お

18

お
た
か
の
森
駅
南
口
の
都

市
広
場
に
「
南
国
リ
ゾ
ー

ト
」
が
出
現
。

　

椰
子
の
木
陰
で
ト
ロ
ピ

カ
ル
ド
リ
ン
ク
や
料
理
を

召
し
上
が
り
な
が
ら
、
フ

ラ
や
ジ
ャ
ズ
、
全
国
的
に

有
名
な
市
立
柏
高
校
吹
奏

楽
部
２
０
０
人
の
ビ
ッ
グ

な
演
奏
な
ど
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
フ
ラ
ダ
ン
ス

が
特
技
の
女
優
・
勝
野
雅

奈
恵
さ
ん
も
出
演
し
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
楽
し
い
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ハ
ワ
イ

ア
ン
グ
ッ
ズ
の
販
売
ブ
ー

ス
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
も

あ
り
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

18

　

時
〜　

時　

分
※
雨
天

19

20

30

・
荒
天
、
河
川
増
水
の
場

合
は
８
月　

日
�
に
延
期

25

▽
場
所
＝
流
山
１
〜
３
丁

目
地
先
の
江
戸
川
堤
▽
内

容
＝
花
火
と
音
楽
を
調
和

さ
せ
た
花
火
シ
ョ
ー
「
流

山
ス
カ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」
な
ど
４
５
０
０
発
、

ナ
イ
ア
ガ
ラ
仕
掛
け
花
火

▽
交
通
＝
総
武
流
山
電
鉄

「
流
山
駅
、
平
和
台
駅
」

徒
歩
約
５
分
／
Ｔ
Ｘ
「
流

山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
」

徒
歩
約　

分
※
同
駅
か
ら

25

「
流
山
駅
」
東
口
ま
で　
１０

〜　

分
間
隔
で
無
料
シ
ャ

１５
ト
ル
バ
ス
運
行
／
Ｊ
Ｒ
・

Ｔ
Ｘ
「
南
流
山
駅
」
徒
歩

約　

分
▽
道
路
交
通
規
制

20
＝
当
日　

時
〜　

時　

18

21

30

分
、会
場
周
辺
で
規
制（
図

参
照
）
あ
り

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
内
花

火
大
会
実
行
委
員
会
事
務

局
�
７
１
５
８
―
６
１
１

１
／
市
商
工
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
５

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

18

　

時
〜　

時
※
雨
天
決
行

11

18

▽
場
所
＝
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
南
口
都
市
広
場
▽

入
場
料
＝
無
料
※
来
場
に

は
、
な
る
べ
く
電
車
や
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
を

８
月　

日
、
西
初
石
小
学
校
で

２６

交
番
増
設
を
強
く
要
望

県
の
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

花火と音楽のシンクロ
　流山スカイ・ミュージカルなど

　江戸川堤で４,５００発

　バケツの水で初期消火訓練

　起震車で地震を体感

　災害時の応急処置など実践力を身に付けましょう

　市立柏高校吹奏楽部の演奏も

　　フラやジャズ、
　　　オープンカフェなど
　　おおたかの森駅前が
　　　　　　　南国リゾートに

第３１回 流山花火大会

写真はイメージです

サマー・ファンタジア２００７
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平成１９年８月１５日（水曜日）　　　（　）２第１１４４号
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「
運
動
で
予
防
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

と
題
し
た
講
演
会
が
７
月　

日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

２９

行
わ
れ
、
参
加
し
た
２
０
０
人
が
健
康
づ
く
り
を
学
び
ま

し
た
。
医
学
博
士
・
久
野
譜
也
さ
ん
の
講
演
で
は
、
運
動

と
食
事
の
大
切
さ
を
分
か
り
や
す
く
説
明
。「
や
る
気
に
な

っ
た
ら
、
明
日
か
ら
で
は
な
く
今
日
か
ら
始
め
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
講
演
会
に
参
加
し
た
渡
部
昭

彦
さ
ん
（　

）
は
、
地
元
・
東
深
井
小
学
校
の
「
見
守
り

８０

隊
」
に
所
属
し
、
児
童
の
下
校
時
な
ど
に
合
わ
せ
て
地
域

を
歩
く
こ
と
で
健
康
づ
く
り
と
地
域
の
安
全
を
実
践
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

講
演
後
は
、
会
場
で
い
す
を
使
っ
た
簡
単
な
筋
力
ア
ッ

プ
の
運
動
や
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
の
器
具
を
使
っ
た
体
験

も
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

健
康
は
人
が
生
活
す
る

上
で
最
も
大
切
な
も
の
で
、

健
康
の
維
持
に
は
自
己
管

理
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
増
進
に
向
け
た

「
流
山
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事

業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
一
人

ひ
と
り
に
適
し
た
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
体
力
ア
ッ

プ
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
の
予
防
・
改
善
を

図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
た
め
し

て
ガ
ッ
テ
ン
」
や
「
き
ょ

う
の
健
康
」
な
ど
で
お
な

じ
み
の
医
学
博
士
・
久
野

譜
也
筑
波
大
学
大
学
院
准

教
授
が
開
発
し
た
も
の
で
、

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
や
ゴ
ム
バ

ン
ド
な
ど
を
使
っ
て
、
運

動
が
苦
手
な
方
で
も
楽
し

く
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
別
表
の
コ
ー
ス

に
空
き
が
あ
り
、
参
加
者

の
追
加
募
集
を
し
て
い
ま

す
。

　

▽
実
施
期
間
＝　

月
〜

１０

平
成　

年
３
月
（
前
半
３

２０

カ
月
は
週
２
回
、
後
半
３

カ
月
は
週
１
回
）
▽
場
所

＝
江
戸
川
台
東
口
商
店
街

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／

定
員
＝　

歳
以
上
の
市
民
、

３０

市
内
在
勤
者
／
１
コ
ー
ス

　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加

３０
　

「
良
好
な
戸
建
住
宅
地

に
高
層
の
建
築
物
等
が
建

た
な
い
よ
う
に
し
た
い
」、 

「
街
並
み
を
守
る
た
め
に

敷
地
の
細
分
化
を
防
ぎ
た

い
」
こ
ん
な
こ
と
を
考
え

た
り
、
地
域
で
話
し
合
っ

た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

地
区
の
特
性
に
応
じ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
都
市
計
画
法
や
建
築

基
準
法
な
ど
で
定
め
ら
れ

た
基
本
的
な
ル
ー
ル
に
加

え
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た

ル
ー
ル
「
地
区
計
画
」
を

地
域
の
皆
さ
ん
の
合
意
に

よ
り
自
主
的
に
定
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
地
区
計
画
と
は
？　

　

地
区
計
画
と
は
、
地

区
を
対
象
に
建
築
物
の

用
途
、
形
態
や
敷
地
な

ど
に
対
す
る
制
限
や
、

道
路
・
公
園
な
ど
に
つ

い
て
、
地
区
の
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
、
地
区
の
特

性
に
応
じ
き
め
細
か
な

費
＝
１
万
２
７
５
０
円

（
高
機
能
歩
数
計
５
２
５

０
円
と
、
シ
ス
テ
ム
使
用

料
１
カ
月
１
２
５
０
円
）

▽
申
し
込
み
＝
官
製
ハ
ガ

キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

健
康
保
険
の
種
類
（
国
保

・
社
保
）、
希
望
コ
ー
ス

（
第
３
希
望
ま
で
記
入
）

　

歩
い
た
デ
ー
タ
を
パ
ソ

コ
ン
に
取
り
込
ん
で
、
毎

日
の
記
録
や
目
標
達
成
度

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
高
機

能
歩
数
計
を
使
用

を
明
記
の
上
、
８
月　

日
２４

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
２
１
流
山
市
西

初
石
４
―
１
４
３
３
―
１

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
※
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
も

可
　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１
／
�

７
１
５
５
―
５
９
４
９

　

基
本
健
康
診
査（
集
団
・

個
別
）
を
お
受
け
に
な
っ

た
方
を
対
象
に
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
と
栄
養

士
に
よ
る
基
本
健
康
診
査

結
果
の
説
明
、
食
事
や
生

活
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

▽
期
日
／
場
所
＝
８
月

　

日
�
／
保
健
セ
ン
タ
ー
、

２２８
月　

日
�
／
文
化
会

２３

館
、
８
月　

日
�
／
北
部

２７

公
民
館
、
８
月　

日
�
／

２８

東
部
公
民
館
、
８
月　

日
３０

�
／
南
流
山
セ
ン
タ
ー
、

８
月　

日
�
／
保
健
セ
ン

３１

タ
ー
※
い
ず
れ
も
予
約
制

▽
時
間
＝
い
ず
れ
も
９
時

　

分
〜　

時　

分
▽
相
談

３０

１１

３０

料
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
健

診
結
果
※
お
持
ち
の
方
は

健
康
手
帳
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を

定
め
る
も
の
で
す
。

　

【
地
区
計
画
に
よ
り
ル

ー
ル
化
が
可
能
な
例
】

　

建
築
物
等
の
用
途
／
敷

地
の
面
積
（
最
低
面
積
）

／
建
物
の
規
模
（
建
ぺ
い

率
、
容
積
率
）
や
高
さ
／

敷
地
境
界
か
ら
の
壁
面
の

後
退
距
離
／
垣
ま
た
は
さ

く
の
構
造（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

禁
止
し
生
け
垣
に
）な
ど 

　

※
地
区
計
画
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
都
市
計
画

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

松
戸
野
田
有
料
道
路

が
、　

月
１
日
�
午
前
０

１０

時
よ
り
一
般
道
に
変
更
と

な
り
、
無
料
で
通
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

月
１
日
以
降
、
使
用

１０
し
な
か
っ
た
回
数
券
は
、

払
い
戻
し
が
で
き
ま
す
の

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
無
料
化
に
伴
い

料
金
所
の
施
設
は
順
次
撤

去
さ
れ
ま
す
。
撤
去
工
事

の
際
に
は
、
危
険
で
す
の

で
速
度
を
落
と
し
て
通
行

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
回
数
券
の
払
い
戻
し

場
所
】

　

①
松
戸
野
田
有
料
道
路

管
理
事
務
所
（
流
山
市
西

深
井
１
４
７
１
）

　

▽
期
間
＝　

月
１
日
�

１０

〜　

日
�
▽
時
間
＝
８
時

３１

　

分
〜　

時

３０

１７

　

②
千
葉
県
道
路
公
社
業

務
部
業
務
課
（
千
葉
市
中

央
区
中
央
４
―　

―　

）

１３

２８

　

▽
期
間
＝　

月
１
日
�

１０

〜
平
成　

年
３
月　

日
�

２０

２８

（
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
▽
時
間

＝
８
時　

分
〜　

時

３０

１７

　

※
詳
細
は
、
千
葉
県
道

路
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:/
/
w
w
w
.ch
ib
a
-d

ou
rok
ou
sh
a.or.jp

/

）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

□問
 

千
葉
県
道
路
公
社
業

務
部
業
務
課
�
０
４
３
―

２
２
７
―
９
３
３
３
／
松

戸
野
田
有
料
道
路
管
理
事

務
所
�
７
１
５
４
―
４
１

２
４
（　

月　

日
ま
で
）

１０

３１

健康都市宣言のまち

体
を
動
か
し
健
康
づ
く
り

体
を
動
か
し
健
康
づ
く
り

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
に
参

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
に
参
加
を
加
を

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

建
物
の
用
途
や
敷
地
の
面
積
な
ど

地区計画

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

基
本
健
診
の
結
果
の
説
明

基
本
健
診
の
結
果
の
説
明

松戸野田有料道路

１０月１日から無料に
未使用の回数券は払い戻しを

景観まちづくり
ミニタウンミーティング

地区計画により生け垣の多い街並み　地区計画により生け垣の多い街並み

無料化となる松戸野田有料道路　無料化となる松戸野田有料道路

　

千
葉
県
で
は
、
景
観
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
ミ
ニ
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
県
が
景
観
に
関
す
る

施
策
を
行
う
に
当
り
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
景
観
に
対
す
る
考
え
方
や

ご
意
見
を
広
く
お
聴
き
す
る
た
め

行
う
も
の
で
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

　

▽
日
時
／
場
所
＝
①
９
月
８
日

�　

時
〜　

時
／
さ
わ
や
か
ち
ば

１４

１６

県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
②　

月
６

１０

日
�　

時
〜　

時
／
松
戸
市
文
化

１４

１６

会
館
「
森
の
ホ
ー
ル　

」
▽
定
員

２１

＝
い
ず
れ
も　

人
（
先
着
順
）
▽

９０

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申

し
込
み
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　

□問
 

千
葉
県
県
土
整
備
部
公
園
緑

地
課
景
観
づ
く
り
推
進
室
�
０
４

３
―
２
２
３
―
３
２
７
９

生涯学習
センター

江戸川台
商店街　

生涯学習
センター

江戸川台
商店街　

生涯学習
センター

江戸川台
商店街　会　場

木・日火・土月・金曜日
時間

江－５１０：３０～１２：００
生－１０江－１０江－６１３：３０～１５：００
生－１１江－１１生－７江－７江－３１５：３０～１７：００
生－１２江－１２生－８江－８生－４江－４１７：３０～１９：００

健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康ででででででででででで楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽しししししししししししくくくくくくくくくくくいいいいいいいいいいいきききききききききききいいいいいいいいいいいきききききききききききととととととととととと健健康康でで楽楽ししくくいいききいいききとと

空きのあるコース
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第１１４４号（　）　　　平成１９年８月１５日（水曜日）３

就
職
へ
向
け
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

若
年
者
の
就
労
を
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
就
職
に
自
信

が
持
て
な
か
っ
た
り
、
不

安
を
抱
え
る
若
者
を
対
象

に
、
９
月
に
開
講
す
る

「
就
労
支
援
講
座
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
職
業
へ

の
理
解
や
意
欲
の
向
上
、

企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど

に
よ
り
、
早
期
就
職
を
目

指
す
総
合
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

個
々
の
就
職
活
動
に
不

　地域職業相談室では、専門の相談員による就職相談や約１０万件
の求人情報が閲覧できる求人検索システムが利用できます

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

委
員
を
募
集
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
育
成
へ

　

市
で
は
、「
流
山
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
審
議
会
」
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と

育
成
な
ど
に
つ
い
て
必
要

な
調
査
や
審
議
を
行
う
も

の
で
、
教
育
関
係
者
や
学

識
経
験
者
、
公
募
の
市
民

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
募
集
す
る
の
は
、
市

民
の
代
表
者
８
人
で
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝　

歳
以

２０

上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
で
、
流
山
市
の
他

の
審
議
会
等
の
委
員
に
な

コミュニティ
審 議 会

っ
て
い
な
い
方
▽
活
動
内

容
＝
会
議
は
年
５
回
程
度

で
平
日
開
催
予
定
▽
報
酬

＝
日
額
７
２
０
０
円
（
交

通
費
を
含
む
）
▽
任
期
＝

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間
▽

応
募
方
法
＝
応
募
の
動
機

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
つ
い
て
の
考
え
を
４

０
０
字
程
度
に
ま
と
め 

（
用
紙
は
自
由
）、市
販
の

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
９

月　

日（
必
着
）ま
で
に
〒

１０
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
（
提

出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

※
委
嘱
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

�
　

市
で
は
、
今
年
６
月
に

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

産
業
振
興
審
議
会
の

産
業
振
興
審
議
会
の　

市
民
公
募
委
員
決
ま
る

市
民
公
募
委
員
決
ま
る

「
流
山
市
産
業
振
興
審
議

会
」
の
市
民
代
表
の
委
員

２
人
を
募
集
し
、
応
募
者

５
人
の
中
か
ら
選
考
の
結

果
、
田
村
和
江
さ
ん
と
石

川
雅
勇
さ
ん
に
決
ま
り
、

７
月　

日
付
で
就
任
し
ま

２０

し
た
。
任
期
は
２
年
間
で

平
成　

年
７
月　

日
ま
で

２１

１９

で
す
。

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

安
を
感
じ
て
い
る
方
、
自

分
に
合
っ
た
職
業
を
再
認

識
し
た
い
方
、
他
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

良
く
し
た
い
方
な
ど
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
　

①
正
し
い
身
だ
し
な
み

セ
ミ
ナ
ー
…
ス
ー
ツ
の
着

こ
な
し
方
や
顔
の
表
情
を

明
る
く
見
せ
る
メ
イ
ク
演

習
な
ど
。

　

②
適
職
診
断
…
適
職
診

断
で
自
分
に
合
っ
た
仕
事

探
し
を
応
援
し
ま
す
。

　

③
Ｙ
Ｅ
Ｓ－

プ
ロ
グ
ラ

ム
認
定
講
座
…
厚
生
労
働

省
の
推
奨
す
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
―

プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
。
職
業

人
意
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

就
労
支
援
講
座
の

主
な
内
容　
　
　

ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
な
ど
社
会
人
と
し

て
必
要
な
知
識
を
身
に
付

け
る
講
座
で
す
。
各
講
習

を
規
定
時
間
受
講
等
す
る

と
、
認
定
機
関
に
よ
る
修

了
証
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

④
面
接
対
策
講
座
…
就

職
活
動
の
心
構
え
や
自
分

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
履
歴

書
の
書
き
方
、
面
接
対
策

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

⑤
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
…
専
門
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
、
就
職
に
関

す
る
悩
み
ご
と
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

な
お
、
講
座
終
了
後
も

月
に
一
度
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

▽
講
座
日
程
＝
９
月　
２８

日
�
〜　

月　

日
�（
土
・

１０

１５

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
▽

時
間
＝
お
お
む
ね
９
時　
３０

分
〜　

時　

分
※
９
月　

１６

３０

２８

日
は　

時　

分
〜　

時　

１２

３０

１６

５０

分
▽
場
所
＝
流
山
市
地
域

職
業
相
談
室
ほ
か
（
江
戸

川
台
駅
東
口
前
Ｊ
Ａ
ビ
ル

２
・
３
階
）
※
専
用
の
駐

姉
妹
）
�
前
記
�
以
外
の

（
①
父
母→

②
孫→

③
祖

父
母→

④
兄
弟
姉
妹
）
�

前
記
�
〜
�
以
外
の
３
親

等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等

の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
に
限
る
）

▽
請
求
期
限
＝
平
成　

年
２０

３
月　

日
ま
で
▽
請
求
窓

３１

口
＝
市
社
会
福
祉
課
※
特

別
弔
慰
金
の
請
求
書
提
出

か
ら
国
債
受
領
ま
で
、
１

年
以
上
の
月
日
を
要
し
ま

す
。
審
査
に
つ
い
て
は
県

健
康
福
祉
指
導
課
（
�
０

４
３
―
２
２
３
―
２
３
４

６
）
が
担
当
し
て
い
ま
す

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

（
就
労
支
援
講
座
希
望
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
（
お
持
ち
の
方
は

携
帯
電
話
）、就
職
活
動
状

況
、
相
談
室
の
利
用
の
有

無
を
明
記
）
で
商
工
課
へ

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５
／
�
７
１
５

８
―
５
８
４
０

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用

を
▽
対
象
＝
お
お
む
ね　
１８

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
就
職

３４

活
動
中
の
市
民
お
よ
び
流

山
市
地
域
職
業
相
談
室
を

利
用
す
る
求
職
者
▽
定
員

＝　

人
（
先
着
順
）
▽
参

２０
加
費
＝
無
料
（
昼
食
は
各

自
で
）
▽
申
し
込
み
＝
電

第
8
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

請
求
は
来
年
３
月
末
ま
で
に

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
ご
遺
族
で
、
平
成　

年
１７

４
月
１
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
請
求
期
限
が
来

年
の
３
月
末
と
迫
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ

る
と
、
弔
慰
金
を
受
け
る

権
利
が
消
滅
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
給
付
内
容
＝　

年
償

１０

還
の
記
名
国
債
（
額
面　
４０

万
円
）
▽
対
象
と
な
る
方

お
よ
び
優
先
順
位
＝
�
弔

慰
金
の
受
給
権
者
�
戦
没

者
等
の
子
�
戦
没
者
等
と

生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、

か
つ
戦
没
者
等
と
姓
が
同

じ
で
あ
る
（
①
父
母→

②

孫→

③
祖
父
母→

④
兄
弟

平
成　

年
度
原
爆
被 

１９

爆
者
２
世
健
康
診
断

　

▽
実
施
期
間
＝
平
成　
２０

年
３
月　

日
�
ま
で
▽
対

１０

象
＝
県
内
在
住
の
原
爆
被

爆
者
の
実
子
で
、
受
診
を

希
望
す
る
方
※
希
望
者
多

数
の
場
合
、
昨
年
度
未
受

診
の
方
を
優
先
▽
受
診
料

＝
無
料
※
検
査
の
種
類
に

よ
っ
て
は
一
部
自
己
負
担

あ
り
▽
申
し
込
み
＝
受
診

希
望
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
、

被
爆
者
で
あ
る
親
の
氏
名

・
住
所
・
被
爆
者
手
帳
番

号
を
明
記
の
上
、
封
書
で

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１０

に
〒
２
６
０
―
８
６
６
７

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１

―
１
千
葉
県
健
康
福
祉
部

健
康
福
祉
指
導
課
援
護
恩

給
室
へ

　

□問
 

同
室
�
０
４
３
―
２

２
３
―
２
３
４
９

恩
給
欠
格
者
、
戦
後 

強
制
抑
留
者
、
引
揚 

者
の
皆
さ
ん
へ　
　

　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を

受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格

者
や
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
ご
本
人
に
、
改

め
て
内
閣
総
理
大
臣
名
の

「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
過
去
に

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

等
を
受
け
た
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

※
資
格
要
件
な
ど
の
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書

は
市
役
所
社
会
福
祉
課
で

受
け
取
れ
ま
す

　

□問
 

独
立
行
政
法
人
平
和

記
念
事
業
特
別
基
金
�
０

１
２
０
―
２
３
４
―
９
３

３

参議院議員選挙終わる
　　　　　　　　　本市の投票率は５８パーセント台　

　｢第２１回参議院議員通常選挙｣が７月２９日、全国一斉に行われまし
た。本市では市内４０カ所の投票所で、午前７時から午後８時まで投
票が行われ、午後９時から市民総合体育館で即日開票されました。
　本市の投票率は千葉県選出が５８.４７パーセント、比例代表選出が
５８.４６パーセントでした。前回の参議院議員通常選挙の投票率と比
較すると２.８５ポイント上回り、県全体の投票率５５.１４パーセントも
上回る結果となりました（いずれも千葉県選出議員選挙）。
　なお、千葉県選出議員選挙の開票結果は、次のとおりです。

中学校卒業程度の認定試験
　中学校卒業程度の認定試験は、義務教育諸学校への就学義務を
猶予または免除された者等に対し、中学校卒業程度の学力を認定
するために国が行う試験です。
　合格者には、高等学校の入学資格が与えられます。詳細は、県
教育庁指導課へお問い合わせを。
　▽試験期日＝１１月５日�▽試験科目＝国語、社会、数学、理科、
外国語▽対象者＝平成２０年３月３１日までに満１５歳以上になる就学
義務猶予免除者または就学義務猶予免除者であった方など▽申し
込み＝所定の願書に必要書類を添付の上、８月２４日から９月１１日
（土・日曜を除く）までに文部科学省生涯学習政策局生涯学習推
進課認定試験係へ
　□問 県教育庁指導課�０４３－２２３－４０５７

就労支援講座

総得票数市内の得票数党派の名称候補者名届出番号

１３０,３６４１,４７１無所属ほんま　進１

５４１,７０１５,０３７自由民主党石井　準一２当

３８７,３９５２０,０４９自由民主党しらすか　貴樹３次

２１４,９９１７,０４７日本共産党浅野　ふみ子４

９９,３１６２,０２５国民新党いわぶち　美智子５

１２４,１１３３,８６１社会民主党青木　かずみ６

６６６,２４１２３,９５０民主党長浜　ひろゆき７当

４７７,４０２８,９０２民主党かがや　健８当

　□問 市選挙管理委員会事務局�７１５０－６１００
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７
月　

日
、
積
極
的
な

２５

防
犯
活
動
で
「
空
き
巣
ゼ

ロ
３
６
５
日
」
を
達
成
し

た
と
し
て
、
流
山
警
察
署

（
唐
鎌
茂
夫
署
長
）
と
流

山
防
犯
協
会
連
合
会
（
会

長
・
井
崎
義
治
市
長
）
か

ら
、
江
戸
川
台
西
自
治
会

（
立
神
幸
彦
会
長
）
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
「
一
声

運
動
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、５
月　

日
に
も
、

３０

市
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
８
団
体
に
感
謝
状
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
空
き

巣
被
害
ゼ
ロ
を
連
続
３
６

５
日
以
上
達
成
し
た
の
は
、

東
初
石
１
丁
目
自
治
会
自

主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
龍

田
進
代
表
）、小
田
急
明
る

く
し
隊
（
渡
邊
清
代
表
）、

平
和
台
２
・
３
丁
目
自
治

会
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
岡
本

彬
代
表
）、松
風
自
治
会
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
高
花

富
夫
代
表
）、駒
木
台
第
二

自
治
会
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
大

島
暢
人
代
表
）、こ
う
の
す

台
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
川

岸
明
夫
代
表
）、宿
連
合
自

治
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
佐
々
木
勝
志
代
表
）、西

６
お
お
た
か
隊
（
小
泉
勲

　５月３０日、防犯パトロール隊８団体に警察署などから感謝状が贈られました

空
き
巣
ゼ
ロ
３
６
５
日
を
達
成

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
感
謝
状

代
表
）で
す
。
市
内
で
は
、

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

団
体
が
活
動
し
て
お
り
、

３８市
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数

は
、
今
年
７
月
末
現
在
で

前
年
同
月
比
６
・
７
％
減

と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

流
山
署
で
行
わ
れ
た
式

典
で
唐
鎌
署
長
は
、「
県
内

で
流
山
ほ
ど
市
民
が
協
力 　７月２５日、流山警察署で

的
な
地
域
は
あ
り
ま
せ
ん
。

犯
罪
抑
止
の
た
め
今
後
も

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

警
察
も
抑
止
と
検
挙
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。井
崎
市
長
も
、

「
市
内
に
ま
ん
べ
ん
な
く

記
録
を
達
成
し
た
自
治
会

が
あ
る
と
い
う
の
は
心
強

い
。
こ
れ
か
ら
も
誇
り
を

持
っ
て
活
動
し
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

（
鈴
木
清
司
会
長
）で
は
、

昨
年
か
ら
食
品
衛
生
に
関

す
る
講
習
会
等
の
修
了
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

会
員
の
マ
ー
ク
を
作
成
し

て
い
ま
す
＝
図
。　

　

こ
の
マ
ー
ク
は
、
防
犯

協
力
の
店
の
証
に
も
な
っ

て
お
り
、
夜
間
お
子
さ
ん

や
高
齢
者
の
防
犯
に
協
力

し
て
い
ま
す
。同
協
会
は
、

飲
食
店
や
鮮
魚
、
精
肉
、

牛
乳
店
、
菓
子
製
造
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
が
保
健
所
と

協
力
し
て
食
中
毒
な
ど
の

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

自
主
管
理
の
向
上
に
努
め
、

消
費
者
に
安
全
で
信
頼
さ

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

団
体
で
す
。

　

□問
 

同
協
会（
商
工
会
内
）

�
７
１
５
８
―
６
１
１
１

見
受
け
ら
れ
ま
す
。「
変
だ

な
、お
か
し
い
な
」と
不
審

に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
流
山
警
察
署
を
は
じ

め
お
近
く
の
交
番
、
駐
在

所
、
ま
た
は
１
１
０
番
ま

で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

流
山
警
察
署
�
７
１

５
９
―
０
１
１
０

�
　

流
山
市
食
品
衛
生
協
会
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����������

食
品
衛
生
協
会
が

食
品
衛
生
協
会
が

防
犯
に
協
力

防
犯
に
協
力

北
部
地
域
に
巡
回
拠
点

市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
詰
め
所

　

８
月
か
ら
北
部
方
面
に

流
山
市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
（
根
田
力
夫
隊
長
・

　

人
）
の
活
動
拠
点
と
な

６４る
隊
員
詰
め
所
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

北
部
公
民
館
の
敷
地
内

に
つ
く
ら
れ
た
詰
め
所
は
、

流
山
警
察
署
中
央
交
番
敷

地
内
の
詰
め
所
に
次
い
で

２
番
目
。７
月　

日
に
は
、

３１

市
か
ら
同
隊
へ
の
引
き
渡

し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
隊
は
、
平
成　

年
４
月

１７

に
設
立
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
で
、
犯
罪
な
ど

　

詰
め
所
の
引
き
渡
し
式
で

の
未
然
防
止
の
た
め
、
訓

練
を
受
け
た
隊
員
が
、
青

色
灯
を
付
け
た
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
で
市
内
全
域
を
見

回
っ
て
い
ま
す
。

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

�
　

流
山
警
察
署
で
は
、「
安

全
で
安
心
な
市
民
生
活
」

が
実
感
で
き
る
よ
う
「
ひ

っ
た
く
り
」
な
ど
の
街
頭

犯
罪
や
「
空
き
巣
」
な
ど

の
侵
入
犯
罪
の
検
挙
、
抑

止
対
策
を
強
力
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
過
激
派
の
非
公

然
活
動
家
や
指
名
手
配
被

疑
者
等
は
、
一
般
市
民
を

装
い
潜
伏
し
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

く
情
報
が
捜
査
を
大
き
く

進
展
さ
せ
る
事
例
も
多
く
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����������

流
山
警
察
署

流
山
警
察
署　
 

か
ら
の
お
願
い

か
ら
の
お
願
い

防
災
や
防
犯
に
市
民
の
力

防
災
や
防
犯
に
市
民
の
力

学
校
も
、家
庭
も
、地
域
も
安
全
に

　

自
治
会
を
中
心
に
自
主
防
災
組
織
や
自
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
を
組
織
し
て
、
日
頃
か
ら
災
害
や
犯
罪

に
備
え
る
方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
安
心

安
全
課
を
新
設
し
、
現
在
、
流
山
市
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
子
ど
も

た
ち
が
友
好
都
市
と
災
害
時
の
応
援
を
約
束
し
、
愛

犬
家
の
皆
さ
ん
が
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
結
成
す
る
な
ど

防
災
や
治
安
に
関
す
る
新
た
な
活
動
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
号
で
は
、
安
心
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。

樹

�
　

７
月　

日
か
ら　

日
ま

２７

２９

で
友
好
都
市
・
岩
手
県
北

上
市
を
中
心
に
行
わ
れ
た

「
宝
さ
が
し
の
旅
」。公
募
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���������
���������
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���������

子
ど
も
た
ち
も

子
ど
も
た
ち
も　

災
害
時
応
援
協
定

災
害
時
応
援
協
定

　

両
市
の
小
学
生
は
、
寝

袋
で
一
緒
に
寝
て
、
飯
ご

う
で
食
事
を
つ
く
る
な
ど

交
流
を
深
め
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
災
害
援
助

な
ど
に
つ
い
て
真
剣
な
話

し
合
い
を
持
ち
、
意
識
を

高
め
て
い
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、「
子
ど
も
災

害
援
助
協
定
」を
締
結
し
、

記
念
に
岩
手
県
の
木
で
あ

る
桜
の
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
流
山
と
北
上

両
市
は
、
平
成　

年
に
災

１７

害
応
援
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

同
じ
く
友
好
都
市
の
石

川
県
能
登
町
と
平
成　

年
１７

か
ら
、
姉
妹
都
市
の
福
島

県
相
馬
市
と
平
成
８
年
か

ら
、
長
野
県
信
濃
町
と
平

成　

年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
応

１７
援
協
定
を
締
結
し
災
害
時

に
備
え
て
い
ま
す
。　

井
崎
市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

力
を
合
わ
せ
て　

安
心
安
全
の
街
を

　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
が

発
生
し
た
時
、
私
は
文
化

会
館
で
N
H
K
と
市
の
共

催
で
生
放
送
中
だ
っ
た「
命

の
対
話
」
の

会
場
に
い
ま

を
行
い
、
市
民
の
皆
様
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

防
災
や
治
安
、
危
機
管
理

な
ど
に
総
合
的
に
対
応
す

る
「
安
心
安
全
課
」
を
新

設
し
ま
し
た
。
地
域
の
中

心
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団

体
で
あ
る
自
治
会
で
も
自

主
防
災
組
織
や
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
を
組

織
し
て
、
自
ら
の
安
全
は

自
ら
の
手
で
守
る
と
い
う

方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。

大
変
心
強
い
こ
と
で
、
そ

の
効
果
は
、
流
山
警
察
署

の
犯
罪
件
数
の
減
少
や
犯

人
の
検
挙
率
の
向
上
に
顕

著
に
現
れ
て

い
ま
す
。

ト
ロ
ー
ル
を
思
い
立
っ
た

近隣市で国民健康保険や国民年金に関する不審電話による被害が相次いでいますのでご注意ください。□問国保年金課
�７１５０－６０７７

安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心はははははははははははみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんなななななななななななののののののののののの力力力力力力力力力力力ででででででででででで安安心心ははみみんんななのの力力でで
自治会活動などが犯罪抑止に成果

（　）　　 第１１４４号５
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流山市安心メールに登録を！携帯電話のメール機能を使い、流山警察署からの情報や災害情報など、市内の重要な情報
をお届けします。登録方法など詳細は問い合わせを。□問安心安全課�７１５０－６３１２

　流山・北上両市の小学生が記念植樹

で
集
ま
っ
た
小
学
校
３
・

４
年
生　

人
が
参
加
し
ま

３９

し
た
。
流
山
青
年
会
議
所

（
庄
司
道
弘
理
事
長
）
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
旅
は
、
子
ど
も

た
ち
に
防
災
意
識
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
き
な

目
的
の
ひ
と
つ
で
し
た
。　

し
た
。
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
は

「
た
だ
い
ま

地
震
が
あ
り

ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
お
待

ち
く
だ
さ
い
」

と
落
ち
着
い

て
呼
び
掛
け
、
放
送
は
す

ぐ
に
地
震
速
報
に
切
り
替

わ
り
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
沈
着
冷
静
な
対
応

は
、
常
日
頃
の
訓
練
の
成

果
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

私
は
す
ぐ
に
消
防
本
部

に
問
い
合
わ
せ
、
市
内
で

の
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と

を
確
認
し
安
堵
し
ま
し
た

が
、
災
害
は
、
い
つ
襲
っ

て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
今
春
、
機
構
改
革

　

私
は
、
４

年
３
カ
月
前

の
市
長
就
任

以
来
、
学
校

の
耐
震
診
断

や
そ
れ
に
伴

う
耐
震
工
事

を
可
能
な
限

り
前
倒
し
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
現
在
、流
山
市
は
、

県
内
で
も
学
校
耐
震
化
で

先
進
的
な
市
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
よ
り
市

民
の
皆
様
に
ご
安
心
い
た

だ
け
る
よ
う
学
校
の
耐
震

化
情
報
を
一
覧
表
に
し
て

公
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
流

山
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
築

い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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防
災
無
線
で　
　
 

見
守
り
呼
び
掛
け

　

市
と
市
教
育
委
員
会
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

対
策
を
よ
り
確
か
な
も
の

に
す
る
た
め
、
９
月
１
日

か
ら
毎
日
、
防
災
行
政
無

線
放
送
を
利
用
し
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
見
守
り
を
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び

掛
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
提
言
を
受
け
て
行
う
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
登
下
校

時
の
見
守
り
な
ど
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

▽
放
送
内
容
＝
「
こ
ち

ら
は
流
山
市
役
所
で
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
を

お
願
い
し
ま
す
」
▽
放 

送
時
間
＝
午
後
３
時
（
毎

日
）
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６
／
安
心

安
全
課
�
７
１
５
０
―
６

３
１
２

ワ
ン
パ
ト
隊
も
結
成

バ
ン
ダ
ナ
を
巻
い
て
颯
爽
と

　クラブワンワンパトロール隊の皆さん

　

「
せ
っ
か
く
愛
犬
と
一

緒
に
毎
日
散
歩
す
る
の
だ

か
ら
、
何
か
社
会
の
役
に

立
て
た
ら
…
」
と
６
月
２

日
、
ク
ラ
ブ
ワ
ン
ワ
ン
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
（
竹
村
和
来

子
代
表
・　

人
）
が
結
成

２４

さ
れ
ま
し
た
。

　

北
部
地
域
の
愛
犬
家
サ

ー
ク
ル
と
し
て　

年
の
歴

１０

史
を
持
つ「
ク
ラ
ブ
ワ
ン
」

は
、
こ
れ
ま
で
も
犬
の
し

つ
け
教
室
や
散
歩
が
て
ら

の
ご
み
拾
い
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
防
犯
パ

竹
村
さ
ん
が
、
安
心
安
全

課
や
流
山
警
察
署
に
相
談

し
、
同
ク
ラ
ブ
で
話
し
合

っ
て
結
成
し
た
も
の
で
す
。

　

結
成
式
で
は
、
市
か
ら

グ
リ
ー
ン
の
キ
ャ
ッ
プ
、

腕
章
、
ベ
ス
ト
を
貸
与
さ

れ
、ワ
ン
パ
ト
隊
が
発
足
。

会
員
の
方
が
愛
犬
用
に
バ

ン
ダ
ナ
を
用
意
さ
れ
、
オ

ス
は
グ
リ
ー
ン
、
メ
ス
は

オ
レ
ン
ジ
の
鮮
や
か
な
バ

ン
ダ
ナ
を
付
け
た
り
り
し

い
姿
に
。
安
全
の
た
め
に

グ
ル
ー
プ
で
パ
ト
ロ
ー
ル

を
続
け
て
い
ま
す
。
竹
村

さ
ん
は
、「
気
負
わ
ず
無
理

を
せ
ず
、
安
全
を
確
保
し

て
、
で
き
る
だ
け
長
く
続

け
ら
れ
れ
ば
い
い
」
と
語

っ
て
い
ま
す
。

全
小
・
中
学
校
に 

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備　

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
、
今
年
度

か
ら
市
内
全
小
・
中
学
校

に
配
備
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
が
突

然
停
止
し
た
際
に
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の

動
き
を
回
復
さ
せ
る
医
療

機
器
で
、
市
役
所
や
公
民

館
、
図
書
館
な
ど
多
く
の

方
々
が
集
ま
る
公
共
施
設

を
中
心
に
配
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
に
は
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工

呼
吸
を
併
用
す
る
こ
と
か

ら
心
肺
蘇
生
法
講
習
の
受

講
と
合
わ
せ
て
、
各
校
で

研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

□問
 

学
校
教
育
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
４

耐
震
性
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
の
補
助
金

等
財
源
な
ど
の
関
係
か
ら

一
度
に
改
修
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
別
表
の

よ
う
に
平
成　

年
度
か
ら

１５

補
強
工
事
に
着
手
し
、
校

舎
に
つ
い
て
は
平
成　

年
１８

度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で

２２

の
５
年
間
で
終
了
さ
せ
る

計
画
で
す
。
補
強
の
必
要

が
あ
る
小
・
中
学
校
に
つ

い
て
は
屋
内
体
育
館
を
含

め
、
平
成　

年
度
ま
で
の

２３

６
年
間
の
総
工
費
と
し
て

約　

億
円
を
見
込
ん
で
い

４０
ま
す
。
今
年
度
は
５
校　
１０

棟
の
工
事
を
進
め
ま
す
。

夏
休
み
に
入
り
、
工
事
も

本
格
化
し
て
い
ま
す
が
、

周
辺
地
域
の
皆
さ
ま
に
は

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

□問
 

教
育
総
務
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
３

今
年
度
は
5
校　
 

　

棟
で
補
強
工
事

１０
　

市
で
は
、
児
童
・
生
徒

の
生
命
を
守
り
、
災
害
時

に
は
避
難
場
所
と
も
な
る

学
校
の
安
全
を
確
保
し
よ

う
と
耐
震
診
断
を
は
じ
め

診
断
結
果
を
受
け
て
の
補

強
工
事
な
ど
に
関
わ
る
計

画
を
前
倒
し
し
て
、
急
ピ

ッ
チ
で
そ
の
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
基
準
で

は
、
構
造
体
の
耐
震
性
能

を
表
す
構
造
耐
震
指
標 

（
Ｉ
Ｓ
値
）
が
０
・
６
以

上
で
地
震
の
振
動
や
衝
撃

に
対
し
て
倒
壊
、
崩
壊
の

危
険
性
が
低
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
文
部
科
学
省

で
は
、
学
校
に
つ
い
て
は

公
共
施
設
と
し
て
の
重
要

性
か
ら
同
０
・
７
以
上
の

学校の耐震工事を前倒し学校の耐震工事を前倒し

補強工事
年　度

補強設計
年　度

耐震診断
年　度

最小の
ＩＳ値

用途（棟）建築年度学校名

平成１５平成１４平成１３０.３５屋体　１昭和４５北 部 中
１６１５１４０.３９～０.４４校舎　４４１～５２東 部 中
１６１５１３０.３９校舎　２４４～４６流 山 小
１７１６１４０.３１校舎　１４５新 川 小
１７１６１４０.２３校舎　１４４常 盤 松 中
１７１６１３０.３７校舎　２４９～５３東 深 井 小
１７１５・１６１３０.２３～０.３４校舎　３３８～４７北 部 中
１８１７１５０.２５～０.５６校舎　５３４～４４江戸川台小
１８１７１４０.２５校舎　１４１八 木 北 小
１９１８１６０.２４校舎　１５５東 小
１９１８１６０.０７～０.４３校舎４屋体　１４１～５５新 川 小
１９１８１３・１６０.２９～０.３２校舎１屋体　１３８～５４流 山 小
１９１８１６０.４１屋体　１５０東 深 井 小
１９１８１６０.２８屋体　１５２東 深 井 中
２０１９１６０.３４屋体　１５０南 部 中
２０１９１４０.３６～０.３７校舎　２４９～５１鰭 ヶ 崎 小
２０１９１４・１６０.３８～０.４２校舎　３４５～５５八 木 中
２０１９１５０.２９屋体　１４５東 部 中
２０１９１６０.３８～０.４１校舎１屋体　１５３～５４西 深 井 小
２０１９１５０.４０校舎　１５１向 小 金 小
２１２０１６０.５３校舎　１５５新 川 小
２１２０１６０.４２校舎　１５２長 崎 小
２１２０１６０.４２校舎　２５４八 木 南 小
２１２０１６０.４１屋体　１５４流 山 北 小
２１２０１５０.４４校舎　２５１西 初 石 小
２１２０１６０.４１屋体　１４５八 木 北 小
２１２０１５・１６０.１３～０.５２校舎４屋体　１４０～５６八 木 中
２２２１１６０.４７～０.５２校舎　３４０～４５東 小
２２２１１５０.５０校舎　１５１常 盤 松 中
２２２１１４・１６０.５０～０.６１校舎　３４７～５３南 部 中
２２２１１６０.６１校舎　１５４長 崎 小
２２２１１６０.５０校舎　１５３流 山 北 小
２２２１１５０.５５～０.６０校舎　３５１東 深 井 中
２２２１１４・１６０.６４～０.６６校舎　２４５～４９八 木 北 小
２３２２１６０.６０屋体　１５１鰭 ヶ 崎 小
２３２２１６０.６０屋体　１５２向 小 金 小
２３２２１６０.６０屋体　１５２西 初 石 小
２３２２１６０.６２屋体　１５３長 崎 小
２３２２１６０.３５屋体　１４２東 小

年度別学校耐震補強事業計画表

　訓練に励むレスキュー隊

※表に載っていない建物は、新耐震設計基準で設計されているか、建て替え等の計画がある建物です
※IS値の低いものから計画的に補強していますが、未補強でIS値の低いものは現在、児童・生徒が使用していません
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平成１９年８月１５日（水曜日）　　　（　）４
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７
月　

日
、
積
極
的
な

２５

防
犯
活
動
で
「
空
き
巣
ゼ

ロ
３
６
５
日
」
を
達
成
し

た
と
し
て
、
流
山
警
察
署

（
唐
鎌
茂
夫
署
長
）
と
流

山
防
犯
協
会
連
合
会
（
会

長
・
井
崎
義
治
市
長
）
か

ら
、
江
戸
川
台
西
自
治
会

（
立
神
幸
彦
会
長
）
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
「
一
声

運
動
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、５
月　

日
に
も
、

３０

市
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
８
団
体
に
感
謝
状
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
空
き

巣
被
害
ゼ
ロ
を
連
続
３
６

５
日
以
上
達
成
し
た
の
は
、

東
初
石
１
丁
目
自
治
会
自

主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
龍

田
進
代
表
）、小
田
急
明
る

く
し
隊
（
渡
邊
清
代
表
）、

平
和
台
２
・
３
丁
目
自
治

会
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
岡
本

彬
代
表
）、松
風
自
治
会
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
高
花

富
夫
代
表
）、駒
木
台
第
二

自
治
会
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
大

島
暢
人
代
表
）、こ
う
の
す

台
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
川

岸
明
夫
代
表
）、宿
連
合
自

治
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
佐
々
木
勝
志
代
表
）、西

６
お
お
た
か
隊
（
小
泉
勲

　５月３０日、防犯パトロール隊８団体に警察署などから感謝状が贈られました

空
き
巣
ゼ
ロ
３
６
５
日
を
達
成

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
感
謝
状

代
表
）で
す
。
市
内
で
は
、

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

団
体
が
活
動
し
て
お
り
、

３８市
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数

は
、
今
年
７
月
末
現
在
で

前
年
同
月
比
６
・
７
％
減

と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

流
山
署
で
行
わ
れ
た
式

典
で
唐
鎌
署
長
は
、「
県
内

で
流
山
ほ
ど
市
民
が
協
力 　７月２５日、流山警察署で

的
な
地
域
は
あ
り
ま
せ
ん
。

犯
罪
抑
止
の
た
め
今
後
も

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

警
察
も
抑
止
と
検
挙
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。井
崎
市
長
も
、

「
市
内
に
ま
ん
べ
ん
な
く

記
録
を
達
成
し
た
自
治
会

が
あ
る
と
い
う
の
は
心
強

い
。
こ
れ
か
ら
も
誇
り
を

持
っ
て
活
動
し
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

（
鈴
木
清
司
会
長
）で
は
、

昨
年
か
ら
食
品
衛
生
に
関

す
る
講
習
会
等
の
修
了
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

会
員
の
マ
ー
ク
を
作
成
し

て
い
ま
す
＝
図
。　

　

こ
の
マ
ー
ク
は
、
防
犯

協
力
の
店
の
証
に
も
な
っ

て
お
り
、
夜
間
お
子
さ
ん

や
高
齢
者
の
防
犯
に
協
力

し
て
い
ま
す
。同
協
会
は
、

飲
食
店
や
鮮
魚
、
精
肉
、

牛
乳
店
、
菓
子
製
造
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
が
保
健
所
と

協
力
し
て
食
中
毒
な
ど
の

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

自
主
管
理
の
向
上
に
努
め
、

消
費
者
に
安
全
で
信
頼
さ

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

団
体
で
す
。

　

□問
 

同
協
会（
商
工
会
内
）

�
７
１
５
８
―
６
１
１
１

見
受
け
ら
れ
ま
す
。「
変
だ

な
、お
か
し
い
な
」と
不
審

に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
流
山
警
察
署
を
は
じ

め
お
近
く
の
交
番
、
駐
在

所
、
ま
た
は
１
１
０
番
ま

で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

流
山
警
察
署
�
７
１

５
９
―
０
１
１
０

�
　

流
山
市
食
品
衛
生
協
会
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食
品
衛
生
協
会
が

食
品
衛
生
協
会
が

防
犯
に
協
力

防
犯
に
協
力

北
部
地
域
に
巡
回
拠
点

市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
詰
め
所

　

８
月
か
ら
北
部
方
面
に

流
山
市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
（
根
田
力
夫
隊
長
・

　

人
）
の
活
動
拠
点
と
な

６４る
隊
員
詰
め
所
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

北
部
公
民
館
の
敷
地
内

に
つ
く
ら
れ
た
詰
め
所
は
、

流
山
警
察
署
中
央
交
番
敷

地
内
の
詰
め
所
に
次
い
で

２
番
目
。７
月　

日
に
は
、

３１

市
か
ら
同
隊
へ
の
引
き
渡

し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
隊
は
、
平
成　

年
４
月

１７

に
設
立
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
で
、
犯
罪
な
ど

　

詰
め
所
の
引
き
渡
し
式
で

の
未
然
防
止
の
た
め
、
訓

練
を
受
け
た
隊
員
が
、
青

色
灯
を
付
け
た
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
で
市
内
全
域
を
見

回
っ
て
い
ま
す
。

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

�
　

流
山
警
察
署
で
は
、「
安

全
で
安
心
な
市
民
生
活
」

が
実
感
で
き
る
よ
う
「
ひ

っ
た
く
り
」
な
ど
の
街
頭

犯
罪
や
「
空
き
巣
」
な
ど

の
侵
入
犯
罪
の
検
挙
、
抑

止
対
策
を
強
力
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
過
激
派
の
非
公

然
活
動
家
や
指
名
手
配
被

疑
者
等
は
、
一
般
市
民
を

装
い
潜
伏
し
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

く
情
報
が
捜
査
を
大
き
く

進
展
さ
せ
る
事
例
も
多
く
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流
山
警
察
署

流
山
警
察
署　
 

か
ら
の
お
願
い

か
ら
の
お
願
い

防
災
や
防
犯
に
市
民
の
力

防
災
や
防
犯
に
市
民
の
力

学
校
も
、家
庭
も
、地
域
も
安
全
に

　

自
治
会
を
中
心
に
自
主
防
災
組
織
や
自
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
を
組
織
し
て
、
日
頃
か
ら
災
害
や
犯
罪

に
備
え
る
方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
安
心

安
全
課
を
新
設
し
、
現
在
、
流
山
市
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
子
ど
も

た
ち
が
友
好
都
市
と
災
害
時
の
応
援
を
約
束
し
、
愛

犬
家
の
皆
さ
ん
が
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
結
成
す
る
な
ど

防
災
や
治
安
に
関
す
る
新
た
な
活
動
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
号
で
は
、
安
心
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。

樹

�
　

７
月　

日
か
ら　

日
ま

２７

２９

で
友
好
都
市
・
岩
手
県
北

上
市
を
中
心
に
行
わ
れ
た

「
宝
さ
が
し
の
旅
」。公
募
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子
ど
も
た
ち
も

子
ど
も
た
ち
も　

災
害
時
応
援
協
定

災
害
時
応
援
協
定

　

両
市
の
小
学
生
は
、
寝

袋
で
一
緒
に
寝
て
、
飯
ご

う
で
食
事
を
つ
く
る
な
ど

交
流
を
深
め
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
災
害
援
助

な
ど
に
つ
い
て
真
剣
な
話

し
合
い
を
持
ち
、
意
識
を

高
め
て
い
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、「
子
ど
も
災

害
援
助
協
定
」を
締
結
し
、

記
念
に
岩
手
県
の
木
で
あ

る
桜
の
植
樹
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
流
山
と
北
上

両
市
は
、
平
成　

年
に
災

１７

害
応
援
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

同
じ
く
友
好
都
市
の
石

川
県
能
登
町
と
平
成　

年
１７

か
ら
、
姉
妹
都
市
の
福
島

県
相
馬
市
と
平
成
８
年
か

ら
、
長
野
県
信
濃
町
と
平

成　

年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
応

１７
援
協
定
を
締
結
し
災
害
時

に
備
え
て
い
ま
す
。　

井
崎
市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

力
を
合
わ
せ
て　

安
心
安
全
の
街
を

　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
が

発
生
し
た
時
、
私
は
文
化

会
館
で
N
H
K
と
市
の
共

催
で
生
放
送
中
だ
っ
た「
命

の
対
話
」
の

会
場
に
い
ま

を
行
い
、
市
民
の
皆
様
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

防
災
や
治
安
、
危
機
管
理

な
ど
に
総
合
的
に
対
応
す

る
「
安
心
安
全
課
」
を
新

設
し
ま
し
た
。
地
域
の
中

心
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団

体
で
あ
る
自
治
会
で
も
自

主
防
災
組
織
や
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
を
組

織
し
て
、
自
ら
の
安
全
は

自
ら
の
手
で
守
る
と
い
う

方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。

大
変
心
強
い
こ
と
で
、
そ

の
効
果
は
、
流
山
警
察
署

の
犯
罪
件
数
の
減
少
や
犯

人
の
検
挙
率
の
向
上
に
顕

著
に
現
れ
て

い
ま
す
。

ト
ロ
ー
ル
を
思
い
立
っ
た

近隣市で国民健康保険や国民年金に関する不審電話による被害が相次いでいますのでご注意ください。□問国保年金課
�７１５０－６０７７

安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心はははははははははははみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんなななななななななななののののののののののの力力力力力力力力力力力ででででででででででで安安心心ははみみんんななのの力力でで
自治会活動などが犯罪抑止に成果
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流山市安心メールに登録を！携帯電話のメール機能を使い、流山警察署からの情報や災害情報など、市内の重要な情報
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　流山・北上両市の小学生が記念植樹

で
集
ま
っ
た
小
学
校
３
・

４
年
生　

人
が
参
加
し
ま

３９

し
た
。
流
山
青
年
会
議
所

（
庄
司
道
弘
理
事
長
）
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
旅
は
、
子
ど
も

た
ち
に
防
災
意
識
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
き
な

目
的
の
ひ
と
つ
で
し
た
。　

し
た
。
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
は

「
た
だ
い
ま

地
震
が
あ
り

ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
お
待

ち
く
だ
さ
い
」

と
落
ち
着
い

て
呼
び
掛
け
、
放
送
は
す

ぐ
に
地
震
速
報
に
切
り
替

わ
り
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
沈
着
冷
静
な
対
応

は
、
常
日
頃
の
訓
練
の
成

果
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

私
は
す
ぐ
に
消
防
本
部

に
問
い
合
わ
せ
、
市
内
で

の
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と

を
確
認
し
安
堵
し
ま
し
た

が
、
災
害
は
、
い
つ
襲
っ

て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
今
春
、
機
構
改
革

　

私
は
、
４

年
３
カ
月
前

の
市
長
就
任

以
来
、
学
校

の
耐
震
診
断

や
そ
れ
に
伴

う
耐
震
工
事

を
可
能
な
限

り
前
倒
し
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
現
在
、流
山
市
は
、

県
内
で
も
学
校
耐
震
化
で

先
進
的
な
市
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
よ
り
市

民
の
皆
様
に
ご
安
心
い
た

だ
け
る
よ
う
学
校
の
耐
震

化
情
報
を
一
覧
表
に
し
て

公
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
流

山
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
築

い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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防
災
無
線
で　
　
 

見
守
り
呼
び
掛
け

　

市
と
市
教
育
委
員
会
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

対
策
を
よ
り
確
か
な
も
の

に
す
る
た
め
、
９
月
１
日

か
ら
毎
日
、
防
災
行
政
無

線
放
送
を
利
用
し
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
見
守
り
を
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び

掛
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
提
言
を
受
け
て
行
う
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
登
下
校

時
の
見
守
り
な
ど
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

▽
放
送
内
容
＝
「
こ
ち

ら
は
流
山
市
役
所
で
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
を

お
願
い
し
ま
す
」
▽
放 

送
時
間
＝
午
後
３
時
（
毎

日
）
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６
／
安
心

安
全
課
�
７
１
５
０
―
６

３
１
２

ワ
ン
パ
ト
隊
も
結
成

バ
ン
ダ
ナ
を
巻
い
て
颯
爽
と

　クラブワンワンパトロール隊の皆さん

　

「
せ
っ
か
く
愛
犬
と
一

緒
に
毎
日
散
歩
す
る
の
だ

か
ら
、
何
か
社
会
の
役
に

立
て
た
ら
…
」
と
６
月
２

日
、
ク
ラ
ブ
ワ
ン
ワ
ン
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
（
竹
村
和
来

子
代
表
・　

人
）
が
結
成

２４

さ
れ
ま
し
た
。

　

北
部
地
域
の
愛
犬
家
サ

ー
ク
ル
と
し
て　

年
の
歴

１０

史
を
持
つ「
ク
ラ
ブ
ワ
ン
」

は
、
こ
れ
ま
で
も
犬
の
し

つ
け
教
室
や
散
歩
が
て
ら

の
ご
み
拾
い
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
防
犯
パ

竹
村
さ
ん
が
、
安
心
安
全

課
や
流
山
警
察
署
に
相
談

し
、
同
ク
ラ
ブ
で
話
し
合

っ
て
結
成
し
た
も
の
で
す
。

　

結
成
式
で
は
、
市
か
ら

グ
リ
ー
ン
の
キ
ャ
ッ
プ
、

腕
章
、
ベ
ス
ト
を
貸
与
さ

れ
、ワ
ン
パ
ト
隊
が
発
足
。

会
員
の
方
が
愛
犬
用
に
バ

ン
ダ
ナ
を
用
意
さ
れ
、
オ

ス
は
グ
リ
ー
ン
、
メ
ス
は

オ
レ
ン
ジ
の
鮮
や
か
な
バ

ン
ダ
ナ
を
付
け
た
り
り
し

い
姿
に
。
安
全
の
た
め
に

グ
ル
ー
プ
で
パ
ト
ロ
ー
ル

を
続
け
て
い
ま
す
。
竹
村

さ
ん
は
、「
気
負
わ
ず
無
理

を
せ
ず
、
安
全
を
確
保
し

て
、
で
き
る
だ
け
長
く
続

け
ら
れ
れ
ば
い
い
」
と
語

っ
て
い
ま
す
。

全
小
・
中
学
校
に 

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備　

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
、
今
年
度

か
ら
市
内
全
小
・
中
学
校

に
配
備
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
が
突

然
停
止
し
た
際
に
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の

動
き
を
回
復
さ
せ
る
医
療

機
器
で
、
市
役
所
や
公
民

館
、
図
書
館
な
ど
多
く
の

方
々
が
集
ま
る
公
共
施
設

を
中
心
に
配
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
に
は
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工

呼
吸
を
併
用
す
る
こ
と
か

ら
心
肺
蘇
生
法
講
習
の
受

講
と
合
わ
せ
て
、
各
校
で

研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

□問
 

学
校
教
育
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
４

耐
震
性
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
の
補
助
金

等
財
源
な
ど
の
関
係
か
ら

一
度
に
改
修
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
別
表
の

よ
う
に
平
成　

年
度
か
ら

１５

補
強
工
事
に
着
手
し
、
校

舎
に
つ
い
て
は
平
成　

年
１８

度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で

２２

の
５
年
間
で
終
了
さ
せ
る

計
画
で
す
。
補
強
の
必
要

が
あ
る
小
・
中
学
校
に
つ

い
て
は
屋
内
体
育
館
を
含

め
、
平
成　

年
度
ま
で
の

２３

６
年
間
の
総
工
費
と
し
て

約　

億
円
を
見
込
ん
で
い

４０
ま
す
。
今
年
度
は
５
校　
１０

棟
の
工
事
を
進
め
ま
す
。

夏
休
み
に
入
り
、
工
事
も

本
格
化
し
て
い
ま
す
が
、

周
辺
地
域
の
皆
さ
ま
に
は

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

□問
 

教
育
総
務
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
３

今
年
度
は
5
校　
 

　

棟
で
補
強
工
事

１０
　

市
で
は
、
児
童
・
生
徒

の
生
命
を
守
り
、
災
害
時

に
は
避
難
場
所
と
も
な
る

学
校
の
安
全
を
確
保
し
よ

う
と
耐
震
診
断
を
は
じ
め

診
断
結
果
を
受
け
て
の
補

強
工
事
な
ど
に
関
わ
る
計

画
を
前
倒
し
し
て
、
急
ピ

ッ
チ
で
そ
の
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
基
準
で

は
、
構
造
体
の
耐
震
性
能

を
表
す
構
造
耐
震
指
標 

（
Ｉ
Ｓ
値
）
が
０
・
６
以

上
で
地
震
の
振
動
や
衝
撃

に
対
し
て
倒
壊
、
崩
壊
の

危
険
性
が
低
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
文
部
科
学
省

で
は
、
学
校
に
つ
い
て
は

公
共
施
設
と
し
て
の
重
要

性
か
ら
同
０
・
７
以
上
の

学校の耐震工事を前倒し学校の耐震工事を前倒し

補強工事
年　度

補強設計
年　度

耐震診断
年　度

最小の
ＩＳ値

用途（棟）建築年度学校名

平成１５平成１４平成１３０.３５屋体　１昭和４５北 部 中
１６１５１４０.３９～０.４４校舎　４４１～５２東 部 中
１６１５１３０.３９校舎　２４４～４６流 山 小
１７１６１４０.３１校舎　１４５新 川 小
１７１６１４０.２３校舎　１４４常 盤 松 中
１７１６１３０.３７校舎　２４９～５３東 深 井 小
１７１５・１６１３０.２３～０.３４校舎　３３８～４７北 部 中
１８１７１５０.２５～０.５６校舎　５３４～４４江戸川台小
１８１７１４０.２５校舎　１４１八 木 北 小
１９１８１６０.２４校舎　１５５東 小
１９１８１６０.０７～０.４３校舎４屋体　１４１～５５新 川 小
１９１８１３・１６０.２９～０.３２校舎１屋体　１３８～５４流 山 小
１９１８１６０.４１屋体　１５０東 深 井 小
１９１８１６０.２８屋体　１５２東 深 井 中
２０１９１６０.３４屋体　１５０南 部 中
２０１９１４０.３６～０.３７校舎　２４９～５１鰭 ヶ 崎 小
２０１９１４・１６０.３８～０.４２校舎　３４５～５５八 木 中
２０１９１５０.２９屋体　１４５東 部 中
２０１９１６０.３８～０.４１校舎１屋体　１５３～５４西 深 井 小
２０１９１５０.４０校舎　１５１向 小 金 小
２１２０１６０.５３校舎　１５５新 川 小
２１２０１６０.４２校舎　１５２長 崎 小
２１２０１６０.４２校舎　２５４八 木 南 小
２１２０１６０.４１屋体　１５４流 山 北 小
２１２０１５０.４４校舎　２５１西 初 石 小
２１２０１６０.４１屋体　１４５八 木 北 小
２１２０１５・１６０.１３～０.５２校舎４屋体　１４０～５６八 木 中
２２２１１６０.４７～０.５２校舎　３４０～４５東 小
２２２１１５０.５０校舎　１５１常 盤 松 中
２２２１１４・１６０.５０～０.６１校舎　３４７～５３南 部 中
２２２１１６０.６１校舎　１５４長 崎 小
２２２１１６０.５０校舎　１５３流 山 北 小
２２２１１５０.５５～０.６０校舎　３５１東 深 井 中
２２２１１４・１６０.６４～０.６６校舎　２４５～４９八 木 北 小
２３２２１６０.６０屋体　１５１鰭 ヶ 崎 小
２３２２１６０.６０屋体　１５２向 小 金 小
２３２２１６０.６０屋体　１５２西 初 石 小
２３２２１６０.６２屋体　１５３長 崎 小
２３２２１６０.３５屋体　１４２東 小

年度別学校耐震補強事業計画表

　訓練に励むレスキュー隊

※表に載っていない建物は、新耐震設計基準で設計されているか、建て替え等の計画がある建物です
※IS値の低いものから計画的に補強していますが、未補強でIS値の低いものは現在、児童・生徒が使用していません
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平成１９年８月１５日（水曜日）　　　（　）６第１１４４号

★印のあるものは市主催のものです 

�♪　第２３２回サロンコンサート　�♪
今月は３１日に

　▽日時＝８月３１日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャラリ
ー▽テーマ＝世界の音楽シリーズ№２７　音楽の旅、夢飛行～哀
愁と情熱のスペイン音楽への招待～▽曲目＝①カンタレス②
組曲「スペイン」より　タンゴ③深い愛④ララビア風奇想曲⑤セ
ファルディー民謡より「バラの花開く」⑥バレンシア▽出演＝
森　薫（ソプラノ）、鈴木耕太郎（ギター）、玉井敦子（ピアノ）
　□問 流山市音楽家協会・里舘�７１５３－４０８５

�
　

★
市
民
環
境
講
座
「
地

球
温
暖
化
と
市
民
生
活
」

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
が

地
球
温
暖
化
に
ど
う
影
響

し
て
い
る
の
か
。
気
象
大

学
校
・
谷
貝
勇
さ
ん
に
よ

る
講
演
の
ほ
か
、
家
庭
で

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
簡
単

に
把
握
で
き
る
「
環
境
家

計
簿
」
の
つ
け
方
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１９

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１６

＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
▽
対
象
＝
市
民

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
と
や
ま
�

７
１
５
４
―
６
７
８
８

　

★
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座

「
基
礎
編
」

　

▽
日
時
＝
９
月
１
日
�

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
在
住
の
障
害
者
手

帳
を
持
つ
方
／　

人
（
先

１５

着
順
）
▽
参
加
費
＝
７
３

５
円
（
メ
イ
ク
道
具
代
）

▽
申
し
込
み
＝
８
月　

日
１６

か
ら
８
月　

日
ま
で
に
電

２４

話
で
障
害
者
就
労
支
援
セ

講
座
・
講
演

ン
タ
ー
へ

　

□問
 

障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
６

４
２
１

　

★
要
約
筆
記
奉
仕
員
養

成
講
座
「
応
用
課
程
」（
全

　

回
）

１６
　

▽
期
日
＝
９
月
４
日
〜

　

月　

日
の
毎
週
火
曜
▽

１２

１８

時
間
＝　

時
〜　

時
▽
場

１３

１５

所
＝
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講

座
「
基
礎
課
程
」
の
修
了

者
で
、
将
来
、
市
の
要
約

筆
記
奉
仕
員
と
し
て
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
／　
２０

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費

＝
１
７
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
・
Ｏ
Ｈ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム
ロ

ー
ル
代
な
ど
）
▽
申
し
込

み
＝
８
月　

日
ま
で
に
電

２８

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

　

★
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講

座
　

①
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月
５
日
�

・
６
日
�
・
７
日
�
▽
時

間
＝　

時　

分
〜　

時　

１３

３０

１５

３０

分
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

対
象
／
定
員
＝
文
字
入
力

で
き
る
方
／　

人
（
多
数

２０

抽
選
）
▽
内
容
＝
エ
ク
セ

ル
を
使
っ
て
表
作
成
か
ら

計
算
ま
で
▽
参
加
費
＝
２

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
）
※
１
歳
半
〜
就
学
前

児
の
一
時
保
育（
要
予
約
、

　

人
）
あ
り

１０
　

②
パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月
５
日
�

・
６
日
�
▽
時
間
＝
９
時

　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
文

３０

１２

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

ワ
ー
ド
入
門
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
Ⅰ
講
座
修
了
程
度

の
方
／　

人（
多
数
抽
選
）

２０

▽
内
容
＝
ワ
ー
ド
を
使
っ

て
図
や
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
、

表
入
り
の
お
知
ら
せ
作
成

▽
参
加
費
＝
３
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

　

【
申
し
込
み
】
往
復
ハ

ガ
キ
に
希
望
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
エ
ク
セ
ル
入
門
講

座
で
一
時
保
育
希
望
者
は

子
ど
も
の
名
前
と
年
齢
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、
８
月　

日
（
必
着
）

２２

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
男
の
料
理
講
座
（
全

４
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月
６
日
�

・　

日
�
、　

月
４
日
�
、

２０

１０

　

月
１
日
�
▽
時
間
＝　

１１

１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
東
部

１３

公
民
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
の
男
性
（
前
回

受
講
者
を
除
く
）
／　

人
１６

（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝

ご
飯
の
炊
き
方
、
み
そ
汁

の
作
り
方
、
野
菜
料
理
や

煮
物
な
ど
料
理
の
基
礎
を

学
び
ま
す
▽
参
加
費
＝
３

０
０
０
円
（
材
料
代
）
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
電

話
番
号
、
返
信
用
に
宛
名

を
明
記
の
上
、
８
月　

日
２５

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
７
６
流
山
市
加

１
―　

―
２
文
化
会
館
へ

１６

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
茶
道
教
室
」

　

▽
日
時
＝
９
月
８
日
�

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
小

・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

／　

人
（
先
着
順
）
▽
内

２０
容
＝
お
抹
茶
の
飲
み
方
を

学
習
し
ま
す
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話

で
博
物
館
へ
※
当
日
は
白

い
靴
下
を
着
用
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
料
理
講
座

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１１

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初

１０

１３

石
公
民
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
在
住
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
／　

人
２０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
調

理
実
習
「
サ
ラ
ダ
風
う
ど

ん
、
鶏
肉
と
野
菜
の
含 

煮
、
ベ
ト
ナ
ム
風
デ
ザ
ー

ト
」、自
助
具
の
紹
介
▽
参

加
費
＝
７
０
０
円
程
度

（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
＝

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
▽
申

し
込
み
＝
９
月
４
日
ま
で

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

　

★
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
う
生
ご

み
堆
肥
づ
く
り
の
講
義

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２０

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１１

３０

＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
民
／　

人（
先
着
順
）

３０

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
▽
申
し
込

み
＝
８
月　

日
ま
で
に
電

２２

話
で
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

へ
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

講
座

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
各
種
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　

①
短
期
英
語
講
座
（
全

５
回
）

　

▽
期
日
＝
８
月　

日
�

２０

・　

日
�
、
９
月
３
日
�

２７
・　

日
�
・　

日
�
▽
時

１０

１８

間
＝　

時
〜　

時
▽
定
員

１０

１２

＝　

人
（
先
着
順
）
▽
内

２０
容
＝
旅
行
会
話
、
役
立
つ

英
語
な
ど
▽
参
加
費
＝
２

５
０
０
円

　

②
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
入
門 

（
全
８
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月
３
日
〜

　

月　

日
の
月
曜
（　

月

１０

２９

１０

８
日
を
除
く
）
▽
時
間
＝

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

１３

１４

６０

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費

＝
４
０
０
０
円

　

③
は
が
き
絵
講
座
（
全

４
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月
４
日
〜

９
月　

日
の
火
曜
▽
時
間

２５

＝　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

▽
定
員
＝　

人（
先
着
順
）

１５

▽
内
容
＝
ハ
ガ
キ
に
水
彩

で
絵
を
描
き
ま
す
▽
参
加

費
＝
２
０
０
０
円

　

④
太
極
拳
・
中
級
（
全

８
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月
７
日
〜

　

月
２
日
の
金
曜
（
９
月

１１
　

日
を
除
く
）
▽
時
間
＝

２８
　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１４

４５

対
象
／
定
員
＝
太
極
拳
の

経
験
者
／　

人（
先
着
順
）

３０

▽
内
容
＝　

式
の
う
ち
前

２４

半　

式
を
学
び
ま
す
▽
参

１２
加
費
＝
４
０
０
０
円

　

【
申
し
込
み
】
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
希
望

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
）

で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

／
�
７
１
５
９
―
６
６
３

９
　

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
教
室

　

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
各

種
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

①
初
石
学
習
教
室
「
国

語
・
算
数
」

　

▽
日
時
／
対
象
＝
①
毎

週
土
曜　

時
〜　

時
／
小

１０

１２

学
３
〜
４
年
生
②
毎
週
木

曜　

時　

分
〜　

時　

分

１６

３０

１８

３０

／
小
学
５
〜
６
年
生
▽
定

員
＝
若
干
名
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
月
４
回
３
０

０
０
円
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
流
山
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ

　

②
中
高
年
の
た
め
の
や

さ
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

▽
期
日
＝
土
・
日
曜
▽

コ
ー
ス
・
時
間
＝
①
ワ
ー

ド
入
門
②
ワ
ー
ド
基
礎
③

ワ
ー
ド
応
用
…
９
時
〜　
１２

時
ま
た
は　

時
〜　

時
④

１３

１６

エ
ク
セ
ル
…
９
時
〜　

時
１２

⑤
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
…　

時
〜　

時
▽
対

１３

１６

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

中
高
年
の
方
／
若
干
名
▽

参
加
費
＝
１
回
１
８
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に「
パ
ソ
コ
ン
教
室
希
望
」、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
受
講
コ
ー
ス
、

希
望
日（
午
前
、午
後
）、返

信
用
に
宛
名
を
明
記
の
上
、

〒
２
７
０
―
０
１
１
４
流

山
市
東
初
石
３
―
１
０
３

―　

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人

１８
材
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

同
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
５
―
３
６
６
９

�
　

★
国
保
運
営
協
議
会

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２１

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１３

１５

役
所
▽
内
容
＝
国
保
特
別

会
計
決
算
、
国
保
関
連
条

例
の
一
部
改
正
な
ど

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審
議

会
　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２３

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
ケ

１３

３０

ア
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

を
図
る
対
応
策
に
つ
い
て

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

　

★
行
財
政
改
革
審
議
会

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２３

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
平
成　

年
度
新

１８

行
財
政
改
革
実
行
プ
ラ 

ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
進
捗
状
況
お
よ
び
行

政
評
価
の
外
部
評
価
に
つ

い
て

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

　

第
５
回
「
政
令
指
定
都

市
問
題
研
究
会
」（
東
葛
広

域
行
政
連
絡
協
議
会
主

催
）

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２４

　

時
〜
※
傍
聴
受
付
は　

１４

１３

施
策
会
議　
傍聴可

時　

分
〜
（
先
着　

人
）

３０

２０

▽
場
所
＝
我
孫
子
市
役
所

▽
内
容
＝
今
年
度
の
調
査

・
検
討
事
項
に
つ
い
て

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

�
　

★
特
別
支
援
推
進
研
修

会
　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

市
民
や
教
育
関
係
者
を
対

象
と
し
た
、
特
別
支
援
教

育
推
進
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２９

　

時
〜　

時　

分
（　

時

１４

１６

３０

１３

　

分
受
付
開
始
）
▽
場
所

３０＝
文
化
会
館
▽
講
師
＝
猪

飼
ユ
リ
ア
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
空
の
色
は
そ
ら
い
ろ

代
表
）
▽
内
容
＝
発
達
障

害
を
持
つ
子
ど
も
と
の
向

き
合
い
方
等
に
つ
い
て
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

　

★
就
学
相
談

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

来
年
度
か
ら
小
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
の
就
学

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
学
に
向
け
、
お
子
さ

ん
の
「
こ
と
ば
、
情
緒
、

発
達
」
な
ど
の
相
談
に
、

医
師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

児
童
福
祉
施
設
等
の
相
談

員
、
学
校
関
係
者
な
ど
が

対
応
し
ま
す
。

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

そ
の
他
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第１１４４号（　）　　　平成１９年８月１５日（水曜日）７

　
　インドアバードウォッチング（鳥の写真、ＤＶＤ、カー
ビング、巣箱展示など）（流山野鳥同好会主催）＝８月１９日
�１３時～１６時、北部公民館。入場料無料□問 山下�７１５２
－６６９８
　流山市美術家協会歴代会長展（市教委後援）＝８月１９日
�～２５日�９時～２１時（２５日は１５時まで）、生涯学習センタ
ー。入場料無料□問 多々良�７１５３－３４４１
　昭和の名曲を歌おう（歌のサロン主催）＝８月２１日�１４
時～１６時、向小金福祉会館。参加費１,５００円□問 河村�
７１７６－６０２４
　２００７年平和のための戦争展「とうかつ」（同実行委員会
主催、市・市教委後援）＝８月２４日�～２６日�１０時～１７時、
柏市中央公民館。入場料無料□問 谷川�７１４６－１６６７
　桃花書展＝８月２６日�～９月１日�９時～１７時（初日は１３時
から、最終日は１５時まで）、生涯学習センター。入場料無
料□問 大塚�７１５４－６２８６
　玉翠書道会４５周年記念展＝９月１日�～２日�１０時～１６時、
松ヶ丘自治会館。入場料無料□問 角�７１４４－４６７１

　水墨画展示会（東葛墨友会主催）＝９月１日�～７日�１０
時～１７時、生涯学習センター。入場料無料□問 横屋�７１４６
－２０３６
　初歩から学ぶ楽しいパソコン講座（流山ノートパソコン
クラブ主催）＝９月１２日�・２６日�１０時～１２時、生涯学習
センター。参加費２回で２,０００円（テキスト代含む）□問 加藤
�７１５９－２７８７

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境政策課�７１５０－６０８３

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約 
２カ月を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１９年５月・６月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下６月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

５以下６月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下６月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下６月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.０２４以下６月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.０００１１以下５月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９３,３８８台４７,３６４台４６,０２４台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１９年６月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目

１０６４８９時　間①騒音　

０（０）２（０）０（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　

イ ベ ン ト

　子育てママのセミナー 
あかちゃんといっしょ　

　▽期日＝９月４日・１１日・１８日・２５日
のいずれも火曜▽時間＝１０時～１１時３０分
▽場所＝初石公民館▽対象／定員＝０歳
児とその親／１５組（多数抽選）▽テーマ
＝第１回「あかちゃんはスキンシップが
お好き」、第２回「おっぱい、ミルク、
離乳食～気になることなぁ～に」、第３
回「ママが元気であかちゃん元気～赤青
黄ってからだの信号？」、第４回「いの
ち育む～あかちゃんと私」▽講師＝小路
和子さん（助産師）、安井志津代さん（食
育サポーター）▽参加費＝３００円（材料代）
▽申し込み＝ファックスまたは官製ハガ
キに親の氏名（ふりがな）、赤ちゃんの名
前（ふりがな）と月齢、住所、電話番号、
日ごろ気になることを明記の上、８月２２
日（必着）までに〒２７０－０１７６流山市加１
－１６－２文化会館「子育てママのセミナ
ー係」へ
　□問 文化会館�７１５８－３４６２／
�７１５８－３４４２

　

★
夏
休
み
お
話
会
ス
ペ

シ
ャ
ル
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

が
れ
や
ま
栞
主
催
）

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２５

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
①

１５

１６

南
流
山
セ
ン
タ
ー
②
森
の

図
書
館
▽
対
象
＝
幼
児
・

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
▽

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
素
話
、
手
あ
そ
び
な

ど
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場

へ
　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６
／
森
の

図
書
館
�
７
１
５
２
―
３

２
０
０

　

★
早
起
き
歩
こ
う
会

「
か
つ
し
か
柴
又
帝
釈
天
」

へ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

▽
期
日
＝
８
月　

日
�

２６

※
雨
天
決
行
▽
集
合
場
所

／
受
付
時
間
＝
初
石
駅
前

／
５
時　

分
〜
５
時　

分

４０

５５

▽
内
容
＝
初
石
駅
前
（
６

時
出
発
）
�
江
戸
川
土
手

�
葛
飾
大
橋
�
か
つ
し
か

柴
又
帝
釈
天
（
約　

㎞
）

１７

※
現
地
解
散
（　

時　

分

１１

３０

予
定
）
▽
参
加
費
＝
３
０

０
円
（
軽
食
代
）
※
帰
り

の
交
通
費
は
自
己
負
担
▽

持
ち
物
＝
水
筒
、タ
オ
ル
、

帽
子
、
雨
具
、
着
替
え
な

ど
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
集
合
場
所
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

★
め
ざ
せ
万
歩
人
シ
リ

ー
ズ
７
「
守
谷
里
山
を
歩

い
て
み
ま
し
ょ
う
」

　

▽
期
日
＝
８
月　

日
�

２６

※
雨
天
中
止
▽
集
合
場
所

／
受
付
時
間
＝
Ｔ
Ｘ
流
山

―

―

―

お
お
た
か
の
森
駅
２
階
広

場
／
７
時　

分
〜
７
時　

３０

４５

分
▽
内
容
＝
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
�（
Ｔ
Ｘ
乗
車
）

�
守
谷
駅
�
森
林
公
園
�

や
ま
ゆ
り
公
園
�
四
季
の

里
公
園
�
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

工
場
見
学
（
約
８
㎞
）
※

現
地
解
散
（　

時
予
定
）

１３

▽
参
加
費
＝
無
料
※
交
通

費
は
自
己
負
担
▽
持
ち
物

＝
水
筒
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

雨
具
、
着
替
え
な
ど
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
集
合

場
所
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ

ェ
ア
・　

ち
ば

in

　

▽
日
時
＝
９
月
２
日
�

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１１

１５

３０

＝
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議

場
（
千
葉
市
）
▽
内
容
＝

求
人
の
あ
る
社
会
福
祉
施

設
等
の
代
表
者
と
の
個
人

面
談
な
ど
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ
※　

月　

日
�

１２

２２

に
も
開
催
予
定

　

□問
 

千
葉
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
�
０
４
３
―
２
４

８
―
１
２
９
４

　

第
３
回
手
賀
沼
水
草
探

検
隊
（
手
賀
沼
水
環
境
保

全
協
議
会
、
県
立
中
央
博

物
館
共
催
）

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１６

９
時　

分
（
集
合
）
〜　

３０

１５

時
※
雨
天
中
止
▽
集
合
場

所
＝
手
賀
の
丘
公
園
ど
ん

ぐ
り
の
家
（
柏
市
）
▽
対

象
／
定
員
＝
小
学
生
以
上

の
方
※
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
／　

人（
多
数
抽
選
）

２０
―

―

―

―

―

―

▽
内
容
＝
手
賀
沼
流
域
を

歩
き
、
流
域
内
の
水
生
植

物
の
生
育
状
況
を
把
握
し

て
、
流
域
地
図
を
作
成
し

ま
す
▽
参
加
費
＝　

円
５０

（
保
険
料
等
）
▽
持
ち
物

＝
弁
当
、
飲
み
物
、
帽
子
、

手
拭
い
、
雨
具
、
筆
記
用

具
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
「
行
事
番
号　

・
９７

第
３
回
手
賀
沼
水
草
探
検

隊
」、参
加
者
全
員
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
（
学
年
）・
電
話
番
号
、 

返
信
用
に
代
表
者
の
宛
名

を
明
記
の
上
、
９
月
２
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
６

０
―
８
６
８
２
千
葉
市
中

央
区
青
葉
町
９
５
５
県
立

中
央
博
物
館
環
境
科
学
研

究
科
へ
※
フ
ァ
ッ
ク
ス 

（
０
４
３
―
２
６
６
―
２

４
８
１
）
で
の
申
し
込
み

も
可

　

□問
 

市
環
境
政
策
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
３

ー
も
実
施
し
ま
す
。

　

鰭
ケ
崎
三
本
松
古

墳
に
は
、
江
戸
時
代

の
天
明
の
飢
饉
の 

際
、
古
墳
か
ら
財
宝

を
掘
り
出
し
食
料
を

得
よ
う
と
し
た
村
人

た
ち
に
、
私
財
を
投

じ
食
料
を
与
え
、
古

墳
の
盗
掘
を
や
め
さ

せ
た
名
主
・
渡
辺
充

名
、
住
所
、
家
族
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番 

号
、
返
信
用
に
宛
名
を
明

記
の
上
、
８
月　

日
（
必

２１

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

　

―
２
文
化
会
館
へ
※
ハ

１６ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
家 

族
、
重
複
申
し
込
み
不
可

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

房
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
碑
は
、
古
墳

を
守
っ
た
史
実
が
記
さ
れ

た
、
日
本
で
数
少
な
い
貴

重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

夏
休
み
最
後
の
日
曜 

日
、
家
族
で
流
山
の
歴
史

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２６

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
流

１０

１７

山
お
お
た
か
の
森
Ｓ
・
Ｃ

３
階
日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

小
松
菜
や
わ
さ
び
を
作
ろ
う

小
松
菜
や
わ
さ
び
を
作
ろ
う

高
校
開
放
野
菜
づ
く
り
講
座

　

高
校
開
放
野
菜
づ
く
り
講
座

　

公
民
館
で
は
、
家
族
で

土
に
親
し
む
を
テ
ー
マ
に

「
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
づ

く
り
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
県
立
流
山
高

校
の
協
力
で
、
高
校
教
育

の
特
色
を
活
か
し
た
専
門

的
・
系
統
的
学
習
の
場
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す

る
も
の
で
す
。

　

▽
期
日
＝
９
月
１
日
� 

・
９
日
�
（
全
２
回
）
▽

時
間
＝　

時
〜　

時
▽
場

１０

１２

所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
民
（
家
族
）
／

　

組
（
多
数
抽
選
）
▽
内

２０容
＝
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
小

松
菜
や
わ
さ
び
な
ど
の
葉

も
の
野
菜
づ
く
り
▽
参
加

費
＝
５
０
０
円
（
教
材 

費
）
▽
持
ち
物
＝
軍
手
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
移
植
ご

て
、
飲
み
物
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座 

文
化
財
か
ら
歴
史
を
学
ぼ
う

文
化
財
か
ら
歴
史
を
学
ぼ
う

埴
輪
作
り
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

埴
輪
作
り
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

　

日
曜
、
祝
日
に
流
山
お

お
た
か
の
森
出
張
所
ロ
ビ

ー
を
利
用
し
、
流
山
と
周

辺
地
域
の
情
報
を
発
信
し

て
い
る
「
日
曜
情
報
セ
ン

タ
ー
」。

　

８
月　

日
の
日
曜
情
報

２６

セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
最
大

の
前
方
後
円
墳
・
鰭
ケ
崎

三
本
松
古
墳
の
紹
介
を
通

じ
て
、
流
山
の
歴
史
を
学

ぶ
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

埴
輪
作
り
や
古
墳
時
代
の

服
装
を
着
る
体
験
コ
ー
ナ

　土器に触れられるコーナーも

日曜情報
センター

笹岡了一展～ 涯 のない旅
かぎり

８月１８日から杜のアトリエ黎明で
　

　杜のアトリエ黎明では、画家の故・笹岡

了一生誕１００周年を記念して「笹岡了一展～

涯のない旅」を開催します。

　故・笹岡画伯は、日展入選、内閣総理大臣賞

受賞、勲四等受章などの経歴をもち、南部中

学校で教壇に立つなど、郷土文化の向上な

どにも尽力された画家。笹岡画伯が創作活

動とともに後進の指導に当たったアトリエ

で、同画伯の作品をお楽しみください。

　▽期日＝８月１８日�～３１日�９時～１６時 

５０分※月曜休館、３１日は１６時まで▽場所＝

杜のアトリエ黎明▽入場料＝無料▽内容＝

油彩１０点（初公開の絵画含む）、デッサン１０

点、笹岡画伯が実際に使っていたアトリエ

「 清  暑  亭 」の特別公開（土・日曜のみ）、記
せい しょ てい

念ポストカード販売など

　□問 一茶双樹記念館�７１５０－５７５０

８月１９日�１２時～１６時まで流山おおたかの森S・C３階市出張所ロビーの日曜情報センターで「ちば・まんがコミュニ
ケーション２００７プレイベント」が開催されます。□問さわやかちば県民プラザ内同実行委員会�７１４０－８６１６
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　大勢の来場者で賑わった昨年の市民まつり

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

スススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
フフフフフフフフフフフフフフフフ
をををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集

ス
タ
ッ
フ
を
募
集 

大大大大大大大大大大大大大大大大
道道道道道道道道道道道道道道道道
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
、、、、、、、、、、、、、、、、
青青青青青青青青青青青青青青青青
空空空空空空空空空空空空空空空空
市市市市市市市市市市市市市市市市
出出出出出出出出出出出出出出出出
店店店店店店店店店店店店店店店店
者者者者者者者者者者者者者者者者
もももももももももももももももも

大
道
芸
、
青
空
市
出
店
者
も

第第９９回回 姉姉妹妹都都市市交交流流俳俳句句ツツアアーー
　姉妹都市・相馬市の俳句愛好者との交流の旅を企画
しました。奮ってご参加を。

【日　　程】１０月３日�～４日�
【コ ー ス】
　　　　　　文化会館（７：００）－東部公民館（７：２０）－南

流山駅千葉銀行前（７：４０）－江戸川台駅西
口千葉銀行前（８：００）－常磐道－泉田川の
鮭のやな（昼食）相馬市民と合流－松川浦
（車窓）－相馬ユートピア泊

　　　　　　相馬ユートピア（句会）－昼食－常磐道－
流山市内

【定　　員】４０人（最少催行人員３０人）
【申込締切】９月１４日�※定員になり次第締め切り
【申し込み】電話でコミュニティ課へ
　□問 コミュニティ課�７１５０－６０７６

●料金（税込み、１泊４食）

１３,０００円市
外

１１,５００円６０歳以上の方市
内 １２,０００円６０歳未満の方

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
者
決
ま
る

入
賞
者
決
ま
る　

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

刃
を
当
て
た
だ
け
で
西
瓜
の
弾
き
割
れ 

東　

深　

井 

本
田　

純
歩

　

若
楓
日
差
し
和
ら
ぐ
句
碑
の
面
   
 

江
戸
川
台
西 

池
田　

寛
次

お
も

　

紫
陽
花
や
小
径
に
ひ
そ
と
こ
も
り
堂 

江
戸
川
台
東 

浅
利　

ミ
チ

　

暦
に
も
し
か
と
入
梅
マ
ー
ク
あ
り 

こ
う
の
す
台 

狼　
　
　

司

　

健
康
な
汗
掻
く
ダ
ン
ス
夏
に
入
る 

野　

　々

下 

大
野　

和
子

【
評
】
一
句
目　

夏
場
の
涼
を
呼
ぶ
一
興
に
満
ち
た
光
景
で
あ
る
。
西
瓜
割
り
の
刃

を
当
て
た
だ
け
で
割
れ
た
と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
な
刹
那
が
、
面
白
く
捉
え
ら
れ

て
、
雰
囲
気
も
十
分
で
あ
る
。
二
句
目　

若
楓
を
通
し
た
日
差
し
の
優
し
い
影
が
、

句
碑
の
面
に
柔
ら
か
く
そ
そ
が
れ
て
、
初
夏
の
季
節
感
が
横
溢
し
て
い
る
庭
の
景
で

あ
る
。
三
句
目　

こ
も
り
堂
は
小
さ
な
祈
り
の
御
堂
で
あ
る
。
雨
に
色
を
得
た
あ
じ

さ
い
が
、
七
変
化
の
異
称
よ
ろ
し
く
彩
り
を
あ
ふ
れ
さ
せ
、
こ
も
り
堂
へ
の
径
を
飾

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
梅
雨
ど
き
の
寺
領
で
あ
る
。
四
句
目　

そ
の
も
の
ず
ば
り
今

様
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
入
梅
マ
ー
ク
。
何
で
も
な
い
素
材
を
季
節
感
の
ま
ま
さ
り
げ
な

く
取
り
入
れ
て
、
俳
味
の
あ
る
一
句
に
仕
上
げ
て
い
る
。
五
句
目　

こ
の
頃
流
行
り

の
社
交
ダ
ン
ス
。
健
康
な
汗
を
健
康
の
証
と
し
て 
諾 
い
、
夏
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

う
べ
な

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

離
れ
住
み
会
う
こ
と
の
な
き
う
か
ら
ら
と
父
祖
の
法
要
に 
此  
度 
会
い
た
り

こ 
た
び

 

東
深
井 

戸
谷
ヤ
エ
ノ

寝
室
の
北
窓
明
け
し
あ
り
な
し
の
風
は
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
に
そ
よ
ろ
た
ゆ
と
う

 

若
葉
台 

中
澤
き
ぬ
こ

い
ま
届
き
し
卒
業
名
簿
を
ひ
も
と
け
ば
嗚
呼
す
で
に
彼
は 
点  
鬼  
簿 

て
ん 
き 

ぼ

 

松
ケ
丘 

皆
川　

春
秋

【
評
】
戸
谷
氏　

成
人
し
て
親
元
か
ら
独
立
し
て
の
家
庭
生
活
が
営
ま
れ
る
。
疎
遠
な
が

ら
も
法
要
に
は
会
う
、
そ
れ
が
良
い
か
悪
い
と
も
表
現
さ
れ
ず
、
読
者
へ
思
い
を
投
げ
か

け
る
詠
法
は
、
観
念
、
説
明
的
で
心
の
振
幅
に
欠
け
る
が
、
結
句
「
の
思
賞
と
会
う
」
と

し
て
人
生
の
感
懐
を
表
白
す
る
事
に
よ
り
個
々
の
血
脈
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
中
澤
氏　

身

に
ふ
れ
る
空
気
の
圧
力
に
よ
り
、
間
接
的
に
さ
や
さ
や 
衣 
ず
れ
の
音
、
自
然
の
推
移
に
見

き
ぬ

つ
め
ら
れ
、
北
窓
よ
り
吹
く
夏
の
風
は
、
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
に
起
伏
し
自
由
に
の
び
の
び
と

楽
し
ん
で
い
る
風
情
の
表
白
で
あ
る
。
皆
川
氏　

又
も
や
卒
業
名
簿
に
よ
る
泉
下
の
学 

友
、
陽
陰
浮
沈
は
世
の
常
、 
寂 せき 
寥 
り
ょ
う 

感 
は
凍
り
付
き
、
感
無
量
に
占
め
ら
れ
る
作
者
の
敬
虔

か
ん

さ
に
感
動
が
深
い
。

短歌詩

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　
　
　

憩　

い　
　
　
　
　
　
　

美　

原　
　

森
野　
　

遥

　

昼
下
が
り

午
後
の
ひ
と
と
き
を

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
と
過
ご
す

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と

昔　

全
盛
期
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ド
の

ボ
ー
カ
ル
の
甘
美
な
声
が
流
れ
て
き
て

心
身
癒
さ
れ
て
く
る

当
時　

熱
情
的
に
な
っ
て
い
て

夢
醒
め
や
ら
ず
の
こ
ろ
と

同
じ
歌
声
な
の
に

幾
年
も
の
時
の
移
り
変
わ
り
に

静
か
に
聞
こ
え
て
く
る

過
ぎ
て
し
ま
っ
た

青
春
の
一
ペ
ー
ジ
が

近
づ
い
て
き
た
り　

遠
の
い
て
行
っ
た
り

私
は　

し
ば
ら
く

音
楽
に
包
ま
れ
て
ゆ
る
や
か
と
き
に

身
を
ひ
た
し
て
い
る

【評】音楽から始めよう。時間を飛び越えて記憶の水にひ
たされていく。しかし音楽が終われば、ふたたび一足飛び
に現在に連れ出されてしまう。私たちは時間の海にただよ
う生き物なのだ。せめて、音楽が終止符に辿り着くまでの
至福のひとときを流されていよう。

「市民特別賞」作品　「市民特別賞」作品

市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民ままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりり市民まつり

　

第　

回
流
山
市
民
ま
つ

２９

り
が
、　

月
３
日
�
、
市

１１

総
合
運
動
公
園
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
当
日
は
、

福
祉
ま
つ
り
、
健
康
ま
つ

り
も
同
時
に
開
か
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
市
民
ま
つ
り 

　

大
道
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
募
集

　

▽
受
付
期
間
／
時
間
＝

８
月　

日
�
〜
９
月　

日

１５

１８

�
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）
／
９
時
〜　

時
▽

１７

は
、
会
場
の
準
備
か
ら
実

施
、
撤
去
ま
で
、
実
行
委

員
を
は
じ
め
各
種
団
体
、

個
人
参
加
の
方
な
ど
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え

ら
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
市
民
手
づ
く

り
の
市
民
ま
つ
り
を
実
施

す
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募

集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
る
「
大
道

芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
や

「
青
空
市
の
出
店
者
」
も

募
集
し
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
（
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
）
募
集

　

▽
活
動
内
容
＝
別
表
の

と
お
り
▽
申
し
込
み
＝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
備
え
付
け

の
申
し
込
み
用
紙
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
９
月　
１４

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―
０
１
９
２
流
山
市

役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
※
フ
ァ

ッ
ク
ス
申
し
込
み
も
可

応
募
方
法
＝
電
話
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
課
へ

　

青
空
市
の
出
店
者

　

募
集

　

▽
出
店
資
格
＝
市
民
団

体
、
市
内
の
事
業
所
・
学

校
ま
た
は
市
民
が
中
心
の

団
体
（
自
治
会
、
県
人
会
）

お
よ
び
家
族
▽
募
集
数
＝

　

団
体
（
１
団
体
テ
ン
ト

３０１
張
り
、
電
源
・
水
道
設

備
な
し
）
▽
参
加
費
＝
①

販
売
…
１
万
５
０
０
０
円

②
そ
の
他
Ｐ
Ｒ
等
…
１
万

円
▽
申
し
込
み
＝
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
備
え
付
け
の
申

し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
返
信
用
封

筒
（　

×　

・
５
㎝
、
宛

１２

２３

名
を
明
記
、　

円
切
手
を

９０

貼
付
）
を
添
え
て
、
８
月

　

日
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

３１ィ
課
へ
持
参
※
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６
／

�
７
１
５
０
―
３
３
０
９

　

第
６
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
（
別
表
参

照
）。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
ガ
ー

デ
ン
部
門
、
ポ
ケ
ッ
ト
ガ

ー
デ
ン
部
門
、
緑
の
街
並

み
部
門
」
の
３
部
門
で
行

わ
れ
、
き
れ
い
に
手
入
れ

さ
れ
た
庭
園
や
、
色
と
り

ど
り
の
花
で
飾
ら
れ
た
寄

せ
植
え
な
ど
の
写
真　

点
４３

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
は
、
７
月　
１８

日
か
ら
７
月　

日
ま
で
市

２７

役
所
み
ど
り
の
課
に
展
示

さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

投
票
に
よ
り
「
市
民
特
別

賞
」
に
は
、
平
川
弘
子
さ

ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

　スタッフ（ボランティア）活動内容

内　容時　間期　日

会場設営１０時～１２時１１月２日�

誘導、場内整備、駐
車場・駐輪場整理など

９時～１６時１１月３日�

会場撤去、清掃９時～　　１１月４日�

　入賞者一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜敬称略＞

銅　賞銀　賞金　賞賞
部　門

竹下　洋子萩原　利江村田　文子ガ ー デ ン 部 門

増田　昌弘竹前　正徳岡崎　京子ポケットガーデン部門
江戸川台東自治
会

江戸川台駅前
商店街振興組合

鰭ケ崎みどりの
ボランティア

緑の街並み部門

　平川　弘子市 民 特 別 賞
　※入賞作品は市ホームページでご覧いただけます

健康都市宣言のまち
第１６回流山ロードレース大会

申し込みはお早めに

　１０月７日�に開催する、「健康都市宣言のまち」
第１６回流山ロードレース大会の参加者を募集してい
ます。申し込みはお早めに。
　▽期日＝１０月７日�※雨天決行▽スタート時間＝
１０時（ファンラン２�は１０時５分）▽集合場所＝生涯
学習センター▽種目＝【１０�コース】…①一般男子
②一般女子③４０歳代男子④４０歳代女子⑤５０歳代男
子⑥５０歳以上女子⑦６０歳以上男子⑧高校男子⑨高
校女子※アマチュア競技者で１０�を７０分以内で完走
できる方／【ファンラン２�】⑩小学生以上の市民
（小学３年生以下は保護者も同時申し込み）▽定員
／参加費＝１０�コース…１,７００人／３,０００円、ファン
ラン２�…５００人／１,０００円▽申込方法＝所定の参加
申込用紙（郵便振替用紙）に必要事項を明記の上、
参加費を添えて８月３１日（消印有効）までに郵便局
へ。インターネット（http://www.tecnoplan.co.jp）
での申し込みも可。期限内でも定員になり次第締め
切らせていただきます

　

コース整理員（ボランティア）を募集
　
　流山ロードレース大会で、コース整理を担当して
いただけるボランティアの方を募集します。
　▽活動日時＝１０月７日�８時～１２時▽内容＝路上
にて、選手の安全確保のための交通整理など▽対象
＝高校生を除く１８歳以上の方※９月２日�１５時から
生涯学習センター内市民活動推進センターで事前説
明会あり▽申し込み＝８月３１日までに電話でＮＰＯ
法人市民助け合いネットへ
　□問 ＮＰＯ法人市民助け合いネット�７１５３－
５７３３（月～金曜９時～１７時、土曜９時～１２時）

��

��

平和台一丁目�

流山文化会館�

北千葉浄水場�

流山警察署�
流山おおたかの森駅�

つく
ばエ
クス
プレ
ス�

流山セントラルパーク駅�

生涯学習センター�

１０km折返し�

ゴール�

スタート�

１日目

２日目

��流山ロードレース大会コース図流山ロードレース大会コース図
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